
( 3 ) 「書物の思想史」研究序説

「
書
物
の
思
想
史
」
研
究
序
説

-
　
近
世
の
l
上
層
農
民
の
思
想
形
成
と
書
物
　
-

は
じ
め
に
-
近
世
人
の
田
霜
心
形
成
と
書
物
1

「
一
冊
の
書
物
と
の
出
会
い
に
よ
り
人
生
が
変
わ
る
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
書
物
は
'
人
が
人
生
に
つ
い
て
へ
　
社
会
に
つ
い
て
、

世
界
に
つ
い
て
へ
　
そ
し
て
宇
宙
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
'
い
つ
も

そ
ば
に
い
て
-
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
と
書
物
と
の
深
い
つ
き
あ
い

が
始
ま
っ
た
の
ほ
う
　
日
本
で
は
十
七
世
紀
で
あ
る
。
商
業
出
版
が
成

立
し
毎
年
多
-
の
書
物
が
出
版
さ
れ
'
上
は
将
軍
・
大
名
か
ら
下
は

民
衆
ま
で
書
物
を
手
に
す
る
時
代
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。

今
へ
　
日
本
史
研
究
で
は
、
書
物
に
着
目
し
て
書
物
を
史
料
と
し
て

時
代
・
社
会
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
一
つ
の
潮
流
と
な
っ
て

い
る
。
近
世
は
書
物
・
出
版
の
時
代
で
あ
り
、
書
物
・
出
版
を
抜
い

て
は
へ
　
こ
の
時
代
の
人
々
の
思
想
形
成
も
'
人
々
が
お
り
な
す
社
会

昔
　
　
星
　
　
敢
　
'
&
=

や
国
家
の
あ
り
よ
う
も
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
ち
　
ょ
う
や
く

認
知
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

書
物
・
出
版
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
へ
　
研
究
を
さ
ら
に

高
次
の
段
階
に
引
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま

方
向
か
ら
試
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
'
筆
者
は
書
物
の
一
つ
ひ
と
つ

の
内
容
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
書
物
研
究
で
は
、
書
物
の
内
容
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
書
物
に
は
、
思
想
性
が
あ
り
へ
政
治
性
を
持
つ
。
書
物
の
内

容
・
思
想
分
析
を
行
い
、
思
想
性
・
政
治
性
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

な
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
研
究
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
へ
　
書
物
が
思
想
形
成
・
主
体
形
成
に
ど

の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
　
脳
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う
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
'
「
近
世
人
の
田
心
想
形
成

(

-
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と
書
物
」
や
『
安
藤
昌
益
か
ら
み
え
る
日
本
近
世
』
　
に
お
い
て
'
書

物
の
思
想
・
内
容
の
分
析
を
踏
ま
え
た
「
書
物
の
思
想
史
」
を
提
起

し
た
。
具
体
的
に
は
'
「
民
衆
の
上
層
部
だ
け
で
な
く
領
主
層
の
蔵

o

書
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
へ
　
最
も
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
軍

書
と
医
薬
・
天
文
暦
書
を
取
り
あ
げ
へ
安
藤
昌
益
の
思
想
形
成
過
程

を
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
'
近
世
社
会
に
お
け
る
軍
書
へ
　
医

薬
・
天
文
暦
書
の
歴
史
的
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
は
支
配

-
被
支
配
の
身
分
秩
序
を
批
判
し
た
稀
有
な
思
想
家
昌
益
を
取
り
あ

げ
た
が
故
に
へ
　
そ
の
歴
史
的
位
置
を
よ
り
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
'
そ
の
よ
う
な
昌
益
の
思
想
形
成
の
過
程

を
'
近
世
人
の
思
想
形
成
の
典
型
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ

る
い
は
被
支
配
者
で
あ
る
一
民
衆
の
思
想
形
成
と
み
る
こ
と
が
で
き

(
4
)

る
か
と
い
う
疑
問
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
昌
益
の
事
例
を
即
座
に

一
般
化
す
る
の
で
は
な
く
、
領
主
層
か
ら
民
衆
ま
で
の
社
会
各
層
の

諸
主
体
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
ど
ん
な
書
物
が
関
わ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
へ
　
事
例
を
一
つ
ひ
と
つ
蓄
積
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
稿
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
歩
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
寺
津
家
文
書
は
'
近
世
を
通
じ
て
信
濃
国
更
級
郡
岡

田
村
(
現
へ
長
野
市
篠
ノ
井
岡
田
)
　
に
居
住
L
へ
天
保
五
年
(
一
八

(
5
)

三
四
)
　
か
ら
は
庄
屋
を
務
め
る
家
の
一
つ
と
な
っ
た
寺
揮
家
に
伝

m
拘

わ
っ
た
文
書
で
あ
る
。
岡
田
村
は
'
上
田
藩
松
平
氏
が
領
し
た
川
中

島
飛
地
に
あ
り
へ
享
保
一
五
年
(
一
七
三
〇
)
岡
田
村
明
細
帳
に
よ

れ
ば
'
村
高
一
三
三
四
石
へ
　
家
数
一
八
七
軒
へ
　
人
数
八
八
五
人
で
あ

(
7
)る
。
寺
津
家
の
持
ち
高
は
'
直
興
の
父
道
孝
　
(
享
保
六
　
八
一
七
二

一
)
～
明
和
七
八
一
七
七
〇
)
)
　
が
家
督
を
相
続
し
た
延
享
三
年

(
一
七
四
六
)
　
時
点
で
四
〇
石
四
斗
程
へ
　
直
興
　
(
宝
暦
一
八
一
七
五:o:

一
)
　
～
天
保
二
　
八
1
八
三
l
 
V
)
　
が
相
続
し
た
と
き
に
は
四
七
石
余

で
あ
り
、
一
部
を
手
作
す
る
と
と
も
に
へ
　
小
作
地
経
営
を
主
な
収
入

(
9
)

源
と
す
る
上
層
農
民
で
あ
っ
た
。

[
　
『
書
物
日
録
』
か
ら
何
が
わ
か
る
の
か

寺
滞
直
興
の
名
は
地
方
農
書
『
農
業
耕
作
万
覚
帳
』
　
の
著
者
と
し

て
'
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
七
二
歳
の
直
興
が
文
政
五
年

(
一
八
二
二
)
正
月
に
執
筆
し
た
全
一
五
丁
の
短
い
農
事
覚
帳
で
あ

り
'
寺
津
家
文
書
中
に
一
つ
だ
け
現
存
す
る
。
家
を
越
え
て
出
回
っ

た
形
跡
は
な
い
が
へ
近
年
編
纂
さ
れ
た
『
更
級
埴
科
地
方
誌
　
第
三

(
2
)

巻
　
近
世
編
下
』
へ
　
『
長
野
県
史
　
近
世
史
料
編
　
第
七
巻
　
(
二
)
北

(

3

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

2

)

信
地
方
』
へ
　
『
日
本
農
書
全
集
3
9
　
地
域
農
書
4
』
　
に
、
続
け
て
翻
刻

さ
れ
著
名
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
へ
　
『
日
本
農
書
全
集
』
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収
載
の
佐
藤
常
雄
氏
の
　
「
解
題
」
は
、
信
濃
国
川
中
島
平
と
岡
田
村

の
農
業
構
造
か
ら
寺
滞
家
の
農
業
経
営
へ
直
興
の
ひ
と
と
な
り
と
本

農
書
の
成
立
の
経
緯
に
ま
で
言
及
し
た
好
論
で
あ
る
。
佐
藤
氏
に
よ

れ
ば
、
本
農
書
は
'
あ
ま
た
あ
る
地
方
農
書
の
な
か
で
も
、
農
書
述

作
の
動
機
や
社
会
背
景
を
知
り
得
る
数
少
な
い
地
方
農
書
の
一
つ
で

い
蝣
*
-
i
'
-
'
ヽ

あ
る
。
跡
を
譲
っ
た
息
子
長
蔵
直
宥
が
病
の
床
に
つ
き
回
復
の
見
込

な
お
も
と

め
な
い
状
況
で
、
一
七
歳
の
孫
慶
十
郎
(
直
意
)
　
に
向
け
て
本
書
を

(
2
)

編
ん
だ
と
い
う
。
本
農
書
中
に
は
そ
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
。
し
か

し
文
政
五
年
正
月
に
直
興
が
置
か
れ
た
状
況
を
勘
案
す
る
と
へ
　
こ
の

推
測
は
妥
当
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
本
農
書
は
三
つ
の
部
分
か
ら
な

(S)る
が
'
い
ず
れ
も
当
主
が
心
得
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
実
務
的
な
事

柄
で
あ
り
'
若
く
て
実
務
経
験
に
乏
し
い
慶
十
郎
こ
そ
が
そ
の
対
象

者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
　
直
興
は
'
同
年
十
一
月

に
は
稲
荷
山
村
庄
屋
田
中
友
之
丞
ら
三
人
　
(
他
に
林
部
官
左
衛
門
・

宮
崎
源
十
郎
)
　
に
宛
て
て
慶
十
郎
の
後
見
を
依
頼
し
た
　
「
遺
書
録
」

(
寺
滞
家
文
書
四
三
〇
へ
　
四
三
一
)
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
'

実
務
で
は
な
-
'
「
唯
著
を
禁
し
め
衣
食
住
家
之
三
ツ
を
倹
約
致
し
」
へ

「
妻
之
外
二
妾
杯
持
申
べ
か
ら
ず
」
等
と
い
っ
た
心
と
身
の
処
し
方

を
説
い
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
直
興
は
'
「
家
業
大
切
二
致
し
家
相

続
致
し
候
様
ニ
」
直
意
を
教
育
す
る
こ
と
に
精
力
を
費
や
し
て
い
る

(
2
)

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
'
寺
滞
家
文
書
中
に
'
『
書
物
目
録
』
(
寺
滞
家
文
書
二
四

(H)八
)
が
あ
る
。
近
年
の
近
世
史
研
究
に
お
い
て
'
蔵
書
や
書
物
目
録

l
 
l
T
」

は
重
要
な
史
料
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
　
『
書
物

目
録
』
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
の
か
、
検
討
し
た
い
。
ま
ず
へ
書
誌

に
つ
い
て
。
表
紙
の
ま
ん
中
に
「
書
物
目
録
」
と
い
う
書
名
へ
　
そ
の

両
脇
に
「
文
化
元
甲
子
歳
」
へ
　
「
春
正
月
吉
祥
日
」
と
い
う
年
記
が
あ

る
。
裏
表
紙
に
は
'
「
川
中
島
岡
田
邑
　
寺
揮
直
輿
」
　
と
署
名
が
あ

る
。
1
 
3
丁
の
途
中
(
表
)
　
ま
で
墨
付
き
へ
　
以
下
数
丁
の
余
白
が
あ
る
。

ち
な
み
に
文
化
一
年
(
一
八
〇
四
)
当
時
、
直
興
は
五
四
歳
で
あ
っ

た
。表
I
は
へ
　
こ
の
目
録
か
ら
'
書
名
と
　
[
巻
数
或
い
は
冊
数
]
　
を
抜

き
出
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
.
全
部
で
二
八
部
の
書
名
が
挙

が
っ
て
お
り
へ
　
そ
の
う
ち
写
本
(
表
で
は
斜
体
字
で
示
し
た
)
　
三
四

部
、
版
行
さ
れ
た
書
物
(
版
本
)
　
八
四
部
で
あ
る
。
写
本
か
ら
見
て

お
こ
う
。
4
8
か
ら
関
ま
で
の
三
l
部
の
写
本
に
つ
い
て
は
へ
　
そ
れ
ぞ

れ
の
書
名
の
項
に
　
「
写
本
道
孝
吉
」
等
と
う
書
写
し
た
人
物
名
が
特

記
さ
れ
て
い
る
。
直
興
の
父
道
孝
の
書
写
本
が
五
郡
へ
直
興
書
写
本

二
五
部
へ
　
そ
れ
に
息
子
直
宥
の
書
写
本
も
一
つ
だ
け
だ
が
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
日
録
所
載
の
書
物
が
す
べ
て
直
興
の
収
集
に

523
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表1 『書物目録(文化元甲子歳　春正月吉祥日)』書名一覧
(便宜上、書名順に番号を振った)

1四書[10巻]　2四書理諺紗[10巻]　3孝経諺解[1巻]　4古文真宝[2巻]
5古文頭書[5巻]　6蒙求[3巻]　7蒙求理諺妙[7巻]　8唐詩撰[2巻]
9韻鏡[1巻] 10韻顔写本(1着] 11四声字引[1巻] 12続El本紀[20巻] 13東

鑑[25巻] 14和論語[10巻] 15郡部問答[2巻] 16為学玉等[3巻] 17和漢年表
録[1巻] 18梅花L、易指南妙[5巻] 19公家鑑[2巻] 20天明武鑑[4巻] 21台
湾軍記[5巻] 22大間記[7巻] 23頼朝三代記[4巻] 24武家軍鑑[4巻] 25民

家分量記[5巻] 26民家童蒙解[5巻] 27野絶若話[4巻] 28-代書用[1巻]
29和漢無双袋(節用集) [1巻] 30節用[1巻] 31庭訓往来[1巻] 32百人一首
[1巻] 33かなめ草[1巻] 34観音経紗[1冊] 35帰妙本願妙[3冊] 36西要紗
[2冊] 37父子相迎[2冊] 38万病廻春[8巻] 39日用食性[1冊] 40 (鉄槌)
徒然妙[4巻] 41和漢名数[2巻] 42江戸町鑑[2冊] 43新編塵劫記[1冊] 44
江戸往来[1冊] 45今川[1冊] 46小野聖歌字尽[1冊] 47新撰碁径大全[3冊]

48般若′L:、膚砂(道草写) [1冊] 49庶迦尊ノl相席記(道草写) [1冊] 50富士之筆,#
(道孝写) [1冊] 51往生要票(遷孝写) [3冊] 52音符裏(直`輿写) [4冊] 53諏
方之筆紙(直輿写) [1冊] 54野屠台芳彦解(直輿写) [1冊・蝣] 55JE信記(直輿写J
l1冊] 56太平記,W日放音(直輿写) [1冊] 57王公太夫名僧伝(直輿写) [1冊]
58武田信玄公五十七箇条(直輿写) [1冊] 59三河記〔直輿写) [1冊] 60武将伝
(直輿写J l1冊] 61本朝武勇貞将伝(直輿写) [1冊] 62盛徳論(直輿写J l1冊]
63諸宗B本弘通記(直輿写) [1冊] 64女用文章(直輿写) [2冊] 65女今蝣;// c直
輿写) [1冊] 66百人一首(直輿写) [1冊] 67両部神道口訣妙技書(直輿写) [1

mi　68倍逆接書(直輿写) [1冊] 69脚抜曹(直輿写) [1冊] 70膿忌令(直
輿写) [1冊] 71大要葉撮正成公之彫富(直輿写) [1冊] 72平家物語抜書(直輿
写) [1冊'蝣] 73　C高野山)通念裏技書(直輿写) [1冊'蝣] 74 (;公億)御定書(直輿
写) [1冊'蝣] 75111中嶋私記(直輿写) [1冊] 76東方朔置文(道草写) [1冊] 77弾
誓上人絵詞伝(直輿写) [1冊] 78公裁-件(直宥写) [1冊J　79太平記綱目[60
巻] 80-目玉鉾[4冊] 81妙術博物茎[7冊] 82急用間合即座引(天明新撰節用
捷径) [1冊] 83徒然要草[7巻5冊] 84日本歳時記[4巻] 85前太平記[41巻21
冊] 86本朝神社考[6冊] 87職言抄支流[2冊] 88経典余師(大学・論語・孟
子・中庸) [10冊] 89経典余師孝経[1冊] 90袖珍武鑑[1冊] 91柚玉武鑑[1
冊] 92嶺鏡[4巻] 93大極EgI説[4巻] 94古文片仮名附[2巻] 95倭漢歴代帝王
備考大成[12冊] 96古語拾遺[1巻] 97本朝通紀[55巻37冊] 98小学句読[4巻]

99吾水道誓諺論[1巻] lOOfl光大師一枚起請文便概聞書[3巻] 101五常訓[5
冊] 102童子訓[三冊] 103仏神感応録[8巻4冊] 104林家改点五経[11巻]
105本朝孝子伝[3巻] 106庭訓往来抄[2巻] 107文化改正京羽二重大全[8冊]
108公事根元集択[3巻] 109仏神感応録後集[8冊] 110都名所図会[6冊]
111拾遺郡名所図会[5冊] 112図画和字選択集[3巻] 113囲光大師和語燈録[7
冊] 114中LE戯和解(写本; us.厭蝕大平楽記(写本) [6冊'蝣] 116古易断時言[4
冊] 117大和名所図会[7冊] 118本朝語園[10巻5冊]
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( 7 ) 「書物の思想史」研究序説

表2　写本の分類

a 版本 を書 写 した もの 10、 4 9、 5 1、 5 2、 6 0、 6 4、 6 5、 6 6、 7 7、 1 15

b 写本 を書 写 した もの 5 5、 5 8、 5 9、 1 1 4

C 抜書 5 6、 6 7、 6 8、 6 9、 7 2、 7 3

d 御定 書 . 裁 定 を書 写 7 4、 7 8

e 未詳 5 0、 5 3、 5 4、 5 7、 6 1、 6 2、 6 3、 7 0、 7 1、 7 5、 7 6

よ
る
も
の
と
は
限
ら
ず
、
父
の
蔵

書
を
も
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
若
き
息
子
の
書
写
本
ま

で
収
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

(
直
興
個
人
の
蔵
書
で
は
な
-
)

家
の
蔵
書
の
目
録
を
当
主
直
興
が

執
筆
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
へ
1
 
1
4
『
中
臣
疎
和
解
』
の
項

に
は
　
「
原
田
角
之
丞
殿
頼
写
貰

候
」
、
1
 
1
 
5
『
厭
蝕
大
平
楽
記
』
の

項
に
は
　
「
陽
原
寺
頼
写
貰
」
と
、

他
人
に
頼
ん
で
書
写
し
て
貰
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
関
連
し

て
'
版
本
の
8
0
　
『
一
目
玉
鉾
』
　
の

書
名
の
横
に
傍
線
が
引
か
れ
'
次

の
書
き
込
み
が
あ
る
。

此
書
、
文
政
四
年
巳
四
月
厭

蝕
大
平
楽
記
六
冊
書
写
之
礼

こ
う
　
陽
原
寺
法
印
江
進
上
仕

候

『
厭
蝕
大
平
楽
記
』
を
書
写
し
て
貰
っ
た
お
礼
に
陽
原
寺
の
法
印

に
『
一
目
玉
鉾
』
(
井
原
西
鶴
著
)
を
進
上
し
た
と
い
う
。
2
の
書

物
を
入
手
し
た
の
は
、
文
化
1
年
か
ら
一
七
年
後
の
文
政
四
年
(
一

八
三
)
、
直
興
七
一
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
'
1
-
I
 
1
-
t

の
三
部
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
2
よ
り
前
の

書
物
に
つ
い
て
も
、
文
化
一
年
以
後
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。
ど
こ
ま
で
が
文
化
一
年
時
点
で
の
蔵
書
な
の
か
、

『
書
物
目
録
』
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。

話
を
写
本
に
戻
そ
う
。
『
書
物
目
録
』
　
に
記
載
さ
れ
た
書
物
の
ほ

と
ん
ど
は
現
存
を
確
認
で
き
ず
、
書
名
か
ら
中
味
を
推
定
す
る
し
か

(
2
)

な
い
。
写
本
に
は
'
表
2
の
よ
う
に
'
大
き
く
分
け
て
a
版
本
の
写

本
(
い
わ
ゆ
る
刊
写
本
)
　
と
、
b
写
本
で
伝
わ
る
書
物
を
書
写
し
た

も
の
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
本
の
う
ち
へ
　
版
本
が
出
回
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
a
に
分
類
し
た
。
だ
が
'
も
ち
ろ
ん

版
本
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
接
版
本
に
依
拠
し
な
い
で
刊
写
本

に
拠
っ
て
書
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
他
方
t
 
b
に
挙
げ
た
書
物
は

刊
行
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
5
5
『
正
信
記
』
は
'
本
多
佐
渡
守
正
信

に
仮
託
さ
れ
十
七
世
紀
半
ば
に
世
に
出
た
政
道
書
　
『
本
佐
録
』
　
(
別

名
『
正
信
集
』
『
正
信
記
』
等
)
　
で
あ
ろ
う
。
『
本
佐
録
』
は
十
八
世

紀
末
～
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
柴
野
栗
山
の
序
を
付
け
て
版
行
さ
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れ
て
い
る
。
し
か
し
直
興
が
書
写
し
た
の
は
う
書
名
か
ら
言
っ
て
'

版
本
で
は
な
-
写
本
『
正
信
記
』
　
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
5
8

『
武
田
信
玄
公
五
十
七
箇
条
』
　
は
、
御
当
地
川
中
島
な
ら
で
は
の
書

物
で
あ
る
。
中
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
と
り
あ
え
ず
e
に
入
れ
た
7
5

『
川
中
嶋
私
記
』
も
'
こ
こ
に
入
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
'

『
川
中
嶋
私
記
』
　
に
つ
い
て
は
、
他
の
写
本
を
確
認
出
来
て
お
ら
ず

(
直
興
自
身
が
作
成
し
た
可
能
性
も
あ
り
)
へ
現
時
点
で
は
「
未
詳
」

と
し
た
。
5
0
　
『
富
士
之
筆
紙
』
へ
　
5
3
　
『
諏
方
の
筆
紙
』
　
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
C
に
は
'
「
～
抜
書
」
　
と
称
す
る
も
の
を

入
れ
た
.
た
と
え
ば
へ
　
直
興
は
7
9
　
『
太
平
記
綱
目
』
　
(
版
本
)
　
を
所

蔵
し
て
い
る
が
'
5
6
　
『
太
平
記
綱
目
抜
書
』
　
は
、
『
太
平
記
綱
目
』

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
へ
　
『
太
平
記
綱
目
抜
書
』
　
を

書
写
し
た
の
は
直
興
で
あ
る
が
へ
　
こ
の
　
『
抜
書
』
を
作
成
し
た
の
が

直
興
自
身
な
の
か
'
あ
る
い
は
他
の
誰
か
が
作
成
し
た
『
抜
書
』
を

直
興
が
入
手
し
た
の
か
、
現
物
を
確
認
で
き
な
い
の
で
、
判
断
す
る

(
2
)

こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
抜
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
6
8

『
儒
道
抜
書
』
　
の
み
は
'
「
儒
道
」
と
い
う
書
物
が
あ
っ
た
の
で
は
な

く
へ
　
「
儒
道
」
　
に
関
わ
る
こ
と
を
講
書
か
ら
抜
き
書
き
し
た
も
の
と

推
定
さ
れ
'
他
の
書
物
と
少
し
性
格
が
異
な
る
。
d
は
、
公
儀
に
よ

る
触
書
、
裁
定
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
り
'
こ
う
い
っ
た
も
の
を

(ァ)

「
書
物
」
　
の
目
録
に
入
れ
る
感
覚
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
e
に

は
書
名
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
も
の
を
入
れ
て
お
い
た
。
そ
の
う

ち
へ
　
7
6
『
東
方
朔
置
文
』
　
に
つ
い
て
は
、
実
は
へ
寺
津
家
文
書
の
な

か
に
現
存
し
て
い
る
。
書
名
　
『
東
方
朔
秘
伝
置
文
』
　
(
寺
津
家
文
書

五
六
)
、
最
終
丁
に
　
「
宝
暦
十
年
　
庚
辰
仲
春
吉
日
書
　
　
寺
揮
長

兵
衛
道
孝
　
印
　
」
と
あ
り
、
寺
滞
道
孝
が
宝
暦
l
〇
年
(
1
七
六

〇
)
　
二
月
に
書
写
し
て
い
る
。
当
書
は
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
　
に

版
行
さ
れ
て
お
り
へ
　
よ
っ
て
a
に
入
れ
る
べ
き
か
と
も
考
え
た
。
と

こ
ろ
が
へ
　
版
本
と
道
孝
書
の
写
本
と
を
く
ら
べ
て
み
る
と
'
甲
子
の

歳
の
吉
凶
を
論
じ
て
、

甲
子
の
年
ハ
二
月
三
月
水
あ
り
へ
　
四
月
五
月
沢
水
有
へ
六
月
七

月
口
早
へ
　
八
月
雨
ふ
り
　
(
版
本
)

甲
子
之
年
ハ
二
三
月
雨
有
へ
　
四
五
七
月
沢
水
出
る
、
六
八
月
雨

ふ
り
(
略
)
　
(
道
孝
書
写
本
)

と
'
六
月
・
七
月
の
天
候
が
ま
っ
た
-
異
な
っ
て
い
る
。
『
東
方
朔

秘
伝
置
文
』
が
日
和
見
(
天
候
の
予
測
)
　
に
関
す
る
人
々
の
経
験
知

識
を
加
え
て
書
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
'
小

(S)

池
淳
一
氏
で
あ
っ
た
。
右
の
違
い
も
誤
写
で
は
な
-
'
甲
子
の
年
の

七
月
は
早
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
が
出
る
と
い
う
経
験
知
識
を
ふ
ま

え
て
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
へ
　
こ
の
書
き
加
え
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( 9 ) 「書物の思想史」研究序説

が
道
孝
の
手
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
も
の
な
の
か
'

判
断
す
る
材
料
は
な
い
。

続
い
て
版
本
も
含
め
て
、
『
書
物
目
録
』
　
所
収
の
書
物
の
傾
向
を

見
て
お
こ
う
。

実
は
へ
近
年
の
書
物
目
録
の
研
究
で
は
'
蔵
書
の
構
成
を
見
る
た

め
に
へ
書
物
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分
類
し
た
一
覧
表
を
作
成
す
る
の

が
常
で
あ
る
。
た
と
え
ば
へ
　
最
新
の
研
究
の
一
つ
池
田
真
由
美
氏

(Sサ

「
「
書
籍
有
物
帳
」
　
に
見
る
江
戸
近
郊
村
名
主
層
の
動
向
」
　
に
よ
れ
ば
'

分
類
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
教
育
・
実
用
-
漢
籍
・
往
来
物
・
辞
書
・
年
中
行
事
・
説
話
・

教
訓
・
金
石
文

②
思
想
・
信
仰
-
神
道
・
仏
教
・
思
想
・
心
学

③
趣
味
・
専
門
-
随
筆
・
地
誌
・
雑
記
・
見
聞
記
・
紀
行
文
・
年
表
・

考
証
・
政
治
・
医
学
・
演
劇
・
造
庭
書

④
娯
　
　
楽
　
-
伝
記
・
実
録
・
戦
記
・
雑
史
・
読
本
・
浮
世
草
子
・

仮
名
草
子
・
滑
稽
・
叱
本
・
酒
落
・
合
巻
・
黒
本
・
艶
本
・
黄
表
紙

確
か
に
こ
の
よ
う
に
書
物
を
4
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
す
る
と
、

A
家
は
①
3
0
%
へ
②
2
0
%
、
③
3
5
%
、
④
1
 
5
%
と
い
う
よ
う
に
'
蔵

書
構
成
を
数
値
化
で
き
へ
他
家
の
そ
れ
と
比
較
対
照
で
き
る
と
い
う

利
点
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
分
け
に
よ
り
逆
に
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
欠
点
も

意
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
へ
④
娯
楽
の
な
か
に
'

「
戦
記
」
　
が
あ
る
。
近
世
で
は
戦
記
　
(
近
現
代
の
戦
争
の
記
録
を
指

す
)
　
と
い
う
よ
り
は
軍
書
あ
る
い
は
軍
記
と
呼
ぶ
方
が
適
当
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
と
も
か
-
と
し
て
'
長
友
千
代
治
氏
の
　
『
近
世
貸
本
屋

1
・
¥
i

の
研
究
』
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
'
貸
本
屋
で
庶
民
層
に
最
も
人

気
が
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
は
軍
書
で
あ
り
'
軍
書
に
娯
楽
的
な
側
面
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
軍
書
=
娯
楽
と
し
て
し

ま
う
と
、
筆
者
が
歴
史
学
研
究
会
大
会
近
世
史
部
会
報
告
「
近
世
の

(
3
)

政
治
常
識
と
諸
主
体
の
形
成
」
等
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
、
領
主

か
ら
被
支
配
者
民
衆
ま
で
の
多
く
の
人
々
が
軍
書
を
読
む
こ
と
に
よ

り
へ
　
軍
書
を
読
み
か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
び
取
ろ
う
と
し
た
も
の
へ

そ
う
し
た
近
世
人
の
田
霜
心
的
営
為
を
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な

ら
な
い
か
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
へ
　
同
じ
一
つ
の
書
物
で
も
、

そ
れ
を
読
む
人
に
よ
っ
て
へ
①
教
育
・
実
用
で
あ
っ
た
り
、
④
娯
楽

で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
う
い
っ
た
近
世
に
生
き
た
個
々
人
の
個
性
を
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表3　『書物目録』の分類意識

版本 ( 1 - 47 ) 写 本 (48 - 78 ) 版 本 (7 9- 118 J

(儒 学 ) 1、 2、 3 6 8 93、 98、 104

(漢 詩文 ) 4、 5、 6、 7、 8 94

(昔 音呂) 9、 10、 11 n-

(歴 史 ) 12、 13 97

(和 論語 ) 14

心 学之書 15、 16

u r-fc l 17 95

(易 占) 18 1 16

(武 鑑他 ) 19、 20 90、9 1

軍 書 21、 22、 23、 24 5 6、 58、 59、 60、 61、 71、 7 2、 7 5 79、8 5、 1 15

(常 盤輝北 ) 25、 26、 27

(文 例集 ) 28

(節 用集 ) 2 9、 30 s

(庭 訓往来 ) 3 1 106

(和 歌 . 俳詰 ) 3 2 5 2、6 6

(か なめ草 ) 3 3

仏 書 3 4、 35、 36、 37 4 8、 4 9、 51、7 3、 77 99、 100、 112、 1 13

医 書 3 8、 39

(徒 然草 ) 4 0 8 3

貝 原先生 4 1 8 4、 101、 102

(江戸 町鑑 ) 4 2

(和算 ) 4 3

(往来 物) 4 4、 4 5、 4 6 6 4、 6 5

(囲碁 ) 4 7

(野馬 台詩 ) 5 4

(正 信記 ) 5 5

神 書 6 7 8 6、 9 6、 1 14

(職 原抄 ) 6 9 8 7

(服 忌令 ) 7 0

公 儀 74、 7 8

(東 方朔置文 ) 7 6

道 中記 8 0

渓百年先生 88、 89

(名 所図会 ) 110、 111、 11 7

(仏 神感応録 ) 10 3、 109

(本 朝孝子伝 ) 10 5

(未 詳 ) 50、 5 3、 57、 6 2、 6 3 8 1、 10 7、 10 8、 118
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も
'
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
こ
う
し
た
危
幌
を

抱
-
か
ら
で
あ
る
。
大
事
な
の
は
'
書
物
目
録
の
作
成
者
や
蔵
書
の

形
成
者
が
、
書
物
一
つ
ひ
と
つ
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
、

そ
の
人
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
が
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
書
物
目

録
に
対
す
る
と
き
に
、
研
究
者
が
ま
ず
す
べ
き
こ
と
は
、
(
ジ
ャ
ン

ル
分
け
を
し
て
蔵
書
構
成
を
数
値
化
し
て
示
す
こ
と
よ
り
も
)
書
物

日
録
の
作
成
者
の
意
識
　
-
　
た
と
え
ば
ジ
ャ
ン
ル
分
け
の
意
識
は
あ

る
の
か
　
-
　
に
迫
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
観
点
か
ら
、
直
興

筆
　
『
書
物
目
録
』
　
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
『
日
録
』
中
の
書
物
の
配

列
に
は
'
何
ら
か
の
規
則
性
は
あ
る
の
か
。
そ
こ
に
直
興
の
配
列
意

識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
3
を
参
照
さ
れ
た
い
O
　
『
目
録
』
　
所
載
の
書
物
は
お
お
む
ね
三

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
　
　
　
ま
で
の
版
本
(
1
 
0

韻
鏡
写
本
を
含
む
)
へ
C
。
.
。
。
ま
で
の
写
本
へ
」
-
3
の
版
本
(
=
'

1
 
1
 
5
の
写
本
を
含
む
)
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
I
は
『
四
書
』
へ
2
は
毛

V
j
;
由
E

利
貞
斎
に
よ
る
通
俗
的
注
釈
書
『
四
書
理
　
(
倭
)
諺
妙
』
へ
　
3
は

『
孝
経
』
　
の
注
釈
書
と
い
う
よ
う
に
儒
学
に
関
係
す
る
書
物
が
並
ん

で
い
る
。
直
興
自
身
は
ジ
ャ
ン
ル
を
銘
記
し
て
い
な
い
が
'
と
り
あ

え
ず
(
　
)
　
に
入
れ
て
　
(
儒
学
)
と
し
て
お
い
た
。
次
の
4
か
ら
8

ま
で
は
'
漢
文
・
漢
詩
に
関
わ
る
書
物
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
へ
こ
れ

も
(
)
に
入
れ
て
(
漢
詩
文
)
と
表
記
し
た
。
1
5
の
『
都
郡
問

答
』
は
'
言
わ
ず
と
知
れ
た
石
田
梅
岩
の
主
著
で
あ
る
が
へ
こ
の
書

名
の
右
傍
に
「
心
学
之
書
」
と
特
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
表
3

で
は
(
)
を
付
け
ず
に
心
学
之
書
と
表
記
し
た
。
な
お
、
1
6
の

『
為
学
玉
等
』
は
心
学
者
手
島
堵
庵
の
著
で
あ
る
。
C
M
<
?
g
に
は
'

軍
書
と
い
う
記
載
は
な
い
も
の
の
、
7
9
『
太
平
記
綱
目
』
の
右
傍
に

「
軍
書
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
軍
書
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

意
識
を
持
っ
て
い
る
と
見
な
し
、
軍
書
と
表
記
し
た
の
三

と
き
わ
た
ん
ぽ
-

書
は
、
常
盤
輝
北
の
手
に
な
る
農
民
向
け
の
教
訓
書
で
あ
る
。
ジ
ャ

ン
ル
の
記
載
は
な
-
'
と
り
あ
え
ず
(
常
盤
犀
北
)
と
表
記
し
た
。

に
つ
い
て
は
へ
い
ず
れ
も
書
名
の
右
傍
に
「
仏
書
」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
へ
仏
書
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
3
8
へ
3
9
の
「
医
書
」
も
同
様
に
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
指
摘
で

き
る
。
4
1
の
『
和
漢
名
数
』
は
貝
原
益
軒
の
著
作
で
あ
る
が
'
ジ
ャ

ン
ル
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
t
t
o
r
z
&
r
~

o
o
<
J
i
'
Z
に
は
「
貝
原
先
生
」

と
特
記
さ
れ
て
お
り
へ
「
貝
原
先
生
」
の
著
作
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
意

識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
'
貝
原
先
生
と
表
記
し
た
。
こ
の

よ
う
に
見
て
-
る
と
'
[
>
_
か
ら
は
'
直
興
が
一
定
の
蔵
書
配
列

(
8
)

意
識
を
も
っ
て
な
ら
べ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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そ
れ
に
対
し
'
写
本
の
配
列
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
へ
　
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
り
、
配
列
意
識
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
6
4
へ
　
6
5

に
往
来
物
を
列
挙
L
へ
　
4
8
、
4
9
に
仏
書
を
列
挙
へ
　
5
8
か
ら
酌
ま
で
に

軍
書
四
部
を
列
挙
し
て
い
る
点
に
'
同
一
の
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
を
並

べ
よ
う
と
い
う
意
識
を
読
み
叡
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
へ
　
写
本
に
つ
い
て
は
書
写
者
に
よ
っ
て
分
類
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
　
　
　
に
先
代
の
道
孝
の
手
に
な
る
も
の
が
並
び
、
そ
れ
に
続

け
て
5
2
か
ら
直
興
書
写
の
書
物
が
並
ぶ
。
最
後
の
7
8
に
息
子
の
直
宥

の
書
写
本
を
置
い
て
い
る
。
た
だ
し
へ
　
7
6
　
『
東
方
朔
置
文
』
は
道
孝

の
書
写
本
、
7
7
は
再
び
直
興
の
書
写
本
と
若
干
錯
綜
し
て
い
る
。

最
後
の
　
　
　
で
は
'
さ
ら
に
配
列
意
識
を
窺
う
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
へ
　
こ
の
　
『
日
録
』
　
に
は
文
化
一
年

(
一
八
〇
四
)
　
正
月
の
年
記
が
あ
る
が
'
直
興
は
そ
の
後
も
書
物
を

入
手
す
る
と
『
目
録
』
に
書
き
加
え
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
へ
た
と
え
ば
1
 
0
7
『
文
化
改
正
京
羽
二
重
大
全
』
は
、
文
化
八
年

(
一
八
一
一
)
　
に
刊
行
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
書
物
を
　
『
目
録
』

に
追
記
し
た
の
は
こ
の
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
K
-
2
に
お
い
て

配
列
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
追
記
し
て
増
補
し

続
け
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

二
　
寺
滞
家
の
蔵
書
と
そ
の
形
成

『
F
日
録
』
所
載
の
書
物
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
収
集
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
次
に
考
え
て
み
た
い
の
は
'
蔵
書
の
形
成
過
程
で
あ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
'
直
興
は
'
1
 
1
4
『
中
臣
政
和
解
』
、
1
 
1
 
5
『
厭
蝕
大

平
楽
記
』
を
書
写
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
他
の
写
本
に
つ
い
て
も
、

つ
て

何
ら
か
の
伝
手
を
通
し
て
'
い
わ
ば
親
本
を
借
り
て
写
し
た
と
推
定

さ
れ
る
が
'
『
目
録
』
に
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
1
 
1
 
5
の
御
礼

に
8
0
『
一
目
玉
鉾
』
を
「
進
上
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
物
の
交

換
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
『
目
録
』
　
で
は
'
3
0
　
『
節

用
』
　
に
つ
い
て
　
「
文
化
一
四
丑
十
月
篠
野
井
村
藤
助
殿
江
譲
る
」
へ

ま
た
9
3
『
大
極
図
説
』
　
に
つ
い
て
も
「
右
ハ
書
林
蔦
屋
伴
五
郎
殿
江

進
候
」
と
'
書
物
を
譲
っ
た
り
進
呈
し
た
り
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

理
由
は
未
詳
だ
が
'
書
物
が
進
呈
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
へ
興
味
深

い
。と
こ
ろ
で
へ
蔦
屋
伴
五
郎
と
は
何
者
か
。
鈴
木
俊
幸
氏
の
　
『
近
世

(S)

信
濃
に
お
け
る
書
籍
・
摺
物
の
文
化
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
』
　
に

よ
れ
ば
'
善
光
寺
御
庭
、
水
内
郡
長
野
大
門
町
七
二
番
地
で
出
版
・

発
免
・
売
弘
に
た
ず
さ
わ
っ
た
書
津
の
当
主
で
あ
る
。
『
善
光
寺
如

来
略
縁
起
』
や
『
一
茶
発
句
集
』
等
、
当
地
に
か
か
わ
る
書
物
を
い
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(13) 「書物の思想史」研究序説

表4　安永9年(1780)書物直段付覚(松本
白木屋付)
書 名 値 段 付

1 前 太 平 記 2 2匁 5 分

2 大 平 記 1 5匁

J 大 平 記 か な 本 1 1匁

4 漢 楚 軍 鑑 (読 ) 2 0匁

5 武 王 (軍 談 ) 1 5匁 β 上

6 呉 越 (軍 談 ) 13匁 β 18 匁

7 ,U ^ T 7 匁 5 分

8 印 形 秘 決 手 本 一 冊 ∵ ^i Li 蝣

9 ,' A 3 匁

10 て :? vm 'h 2 匁

ll 和 漢 算 法 七 冊 7 匁

12 後 大 平 記 2 0匁

M - w こ. 4 0匁 6 60 匁 迄

14 五 経 1 3匁

15 逮 (聯 ) 珠 詩 格 2 匁 5 分

16 古 文 2 匁 5 分

17 古 文 前条 1 匁

¥$ 小 学 4 匁

19 児 解 (詩 韻 児 解 ) 4 匁 5 分

2 0 古 文 か な 付 1 匁 8 分

2 1 男 重 宝 記 1 匁 5 分

2 2 校 正 韻 鏡 1 匁

2 3 小 学 詳 解 半 本 一 二 冊 4 匁

2 4 古 文 前 集 三 1 匁

2 5 同 (古 文 ) 後 集 二 2 匁 2 分

2 6 鬼 神 論 1 匁

2 7 毛 詩 鄭 毒 1 9匁 5 分/ 17 匁 5 分

2 8 G if t s ' 1 5匁 / 20 匁

2 9 孝 経 国 字 一 2 匁 8 分

3 0 ナ 紳 ¥-i i - 2 1匁

3 1 古 文諺 解 十 i: v

3 2 中 臣註 5 匁 β 段 々

3 3 神 代 巻 註 解 7 匁 5 分

3 4 神 体要 論 5 匁 8 分

3 5 書 経 孔安 匡r註 1 3匁 8 分

3 6 四 書 理 (任 ) 諺 妙 .ド 1 5匁

3 7 五 経無 点 2 2匁 5 分/ 3 0 匁

3 8 同 (五 経 ) 古 注 折 本

3 9匁 5 分礼 記

# >? 1 3匁 5 分

易 1 3匁 5 分

詩 経 1 9匁 5 分

春 秋 左 伝 3 0匁 6 1 両 迄

3 9 同 (五 経 ) 集 註

1 0匁書 経

● 易 拾 弐 三 匁 ?

詩 経 1 3匁 6 18匁 迄

4 0 本朝 年 代 記 1 3匁

4 1 E] 本書 籍 考 二 6 匁 5 分

4 2 世 事根 元 ∴ 4 匁 5 分

4 3 小学 句読 八 6 匁 8 分

4 4 小学 備 考 貝 原 先 生 横 9 匁

4 5 弁 キ録 四 7 匁 5 分

4 6 古 径古 註 2 匁 8 分

4 7 同 (古 経 ) 左 氏 2 匁 5 分

4 8 改正 字 引 四 声 芋 冊 7 匁 5 分

4 9 小字 引 3 匁 5 分 / 四五 匁

5 0 武 家評 林 5 8匁

5 1 干字 文 三 体 一 冊 5 匁 5 分

5 2 梅 花心 易 明 鏡 二 冊 3 匁 5 分

5 3 同 (梅 花 心 易 ) 掌 中 指 南 五 冊 ・ ( 5 ) 匁 8 分

5 4 大極 図説 頭 書 一 冊 ' ( 3 ) 匁 5 分

5 5 神代 私 説 八 冊 五 六 匁

5 6 中 臣上 折 本 2 匁

5 7 字 引安 永 開 板 上 io vi :.

5 8 古文 諺 解 二 十 冊 上 本 1g 匁 5 分

5 9 ゑ ん鏡 (韻 鏡 ) 易 解 大 全 五 冊 1 1匁

6 0 前 々大 平 記 2 2匁 3 分

6 1 要求 佳 諺 補 閑 妙 二一〇冊 合 七 冊 10 匁 7 分

6 2 和漢 年 表 録 全 2 匁 六 分 5 迄 ?

6 3 増補 名 数 大 全 2 匁 7 分

-
つ
も
出
版
し
て
い
る
。
直
興
は
'
蔦
屋
伴
五
郎
と
つ
き
あ
い
が
あ

り
、
彼
か
ら
書
物
を
購
入
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
書
物
の
購
入
と
言

え
ば
'
寺
揮
家
文
書
の
な
か
に
　
『
書
物
直
段
付
覚
』
　
(
寺
津
家
文
書

一
〇
〇
)
　
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
表
紙
の
ま
ん
中
に
書
名
へ
　
そ
の
両

側
に
　
「
安
永
九
年
　
寺
沢
氏
」
　
「
子
十
二
月
一
慎
斎
」
　
と
あ
り
へ

寺
滞
直
興
　
(
一
慎
嘉
は
直
興
の
号
と
推
定
)
　
が
安
永
九
年
(
一
七
八

〇
)
　
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
を
含
め
て
全
六
丁
。
表
紙
の

改

行

　

　

　

　

(

マ

マ

)

裏
か
ら
本
文
が
始
ま
り
へ
　
「
松
本
白
木
屋
付
　
/
一
'
前
大
平
記

改
行

代
弐
拾
弐
匁
五
分
　
/
一
、
大
平
記
　
代
拾
五
匁
」
と
も
　
書
名
と

値
段
を
書
き
記
し
て
い
る
。
末
尾
一
丁
半
ば
へ
　
「
通
俗
類
目
録
」
　
と

し
て
『
通
俗
武
王
軍
談
』
等
の
通
俗
漢
軍
書
を
二
三
部
に
わ
た
っ
て

列
挙
し
て
い
る
　
(
こ
の
項
に
は
値
付
は
な
い
)
0

松
本
白
木
屋
と
は
何
か
。
鈴
木
氏
の
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
筑
摩
郡

松
本
本
町
に
白
木
屋
と
い
う
書
韓
(
当
主
与
兵
衛
)
　
が
あ
っ
た
。
明

和
七
年
(
一
七
七
〇
)
　
に
　
『
早
引
節
用
集
』
を
出
版
し
た
が
へ
大
坂

書
津
よ
り
重
板
の
嫌
疑
が
か
か
り
版
木
と
摺
本
を
没
収
さ
れ
て
い
る
。

「
自
与
」
　
(
つ
ま
り
白
木
屋
与
兵
衛
)
　
の
仕
入
印
を
押
し
た
書
物
が
二

冊
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
書
物
の
小
売
も
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表5　『永代万重宝記』購入書物一覧

購入年 購入書物 (代金) 購入先 『書籍 目録』所載書物

1 寅年 (明和 7 (1770)) 太閤記七巻 (代 15匁) 墨消し 22太閤記 7 巻

2 同 東鑑弐拾五冊 (代 35匁) 墨消し 13東鑑25巻

3 辰 (安永 1(1772)) 続 日本記二十冊 (代30匁) 墨消 し 12続日本紀20巻

4 同 唐詩選二冊 (代300文 ) 墨消し 8 唐詩選 2巻

5 同 武鑑四冊 (代 124文) 墨消 し 20天明武鑑 4 巻

6 同 古文二冊 (150文 ) 墨消 し 4 古文真宝 2 巻

7 午 ? (安永 3 (1774)) 蒙求三冊 (代 4 匁 ) ●二而 6 蒙求 3 巻

8 同 公家鑑二冊 (代200文 ) ●二而 19公家鑑 2 巻

9 同 頼朝三代記四冊 (代200文 ) ●二而 23頼朝三代記 4巻

10 同 武家軍鑑四冊 (代 200文) ●二而 24武家軍鑑 4 巻

ll 同 台わん軍記五冊 (代300文 ) ●二而 21台湾軍記 5 巻

12 安永八年亥年 (1779) ・.̂ g'Siifm ^ m gi'tM .m jsm.i'JIUi& vfTKV, I .
松本白木屋 'i L

13 同 四声字引全 (代10匁 5 分) 同 11四声字引 1 巻

14 同 ゑんきや う全 (代 1 匁 5 分) 同 9 韻鏡 1 巻

15 同 梅花心易五冊 (代 4 匁 9 分) 同 18梅花心易指南妙 5 巻

16 同12月 古文五冊 (代 3 匁) 古本 無記載 5古文頭書 5 巻

17 子 3月 (安永 9(1780)) 四書理諺妙 (代 14匁 松本β 2 四書理諺妙10巻

行
っ
て
い
た
が
へ
　
そ
の
営
業
の
な
か
み
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
と

(
」
)

い
う
。
『
書
物
直
段
付
覚
』
か
ら
作
成
し
た
表
4
を
参
照
さ
れ
た
い
。

た
と
え
ば
へ
　
2
7
『
毛
詩
鄭
篭
』
の
項
を
み
る
と
'
二
種
類
の
値
段
が

付
い
て
い
る
0
　
1
　
つ
は
一
九
匁
五
分
、
も
う
一
つ
は
一
七
匁
五
分
へ

値
段
の
異
な
る
二
つ
の
　
『
毛
詩
郡
等
』
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
0

ま
た
へ
　
6
『
呉
越
軍
談
』
　
の
項
で
は
t
 
l
三
匁
よ
り
一
八
匁
と
幅
の

あ
る
値
段
設
定
を
し
て
い
る
の
は
う
　
三
種
以
上
の
　
『
呉
越
軍
談
』
を

取
り
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
'
こ

う
し
た
記
載
か
ら
'
本
史
料
が
　
(
直
興
が
白
木
屋
か
ら
購
入
し
た
書

物
の
購
入
台
帳
で
は
な
-
)
へ
白
木
屋
が
小
売
の
た
め
に
店
に
お
い

て
い
る
書
物
の
値
段
(
白
木
屋
の
売
弘
め
目
録
)
を
直
興
が
書
き
留

め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
直
興
の
関
心
に
よ
っ

て
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
'
本
史
料
に
よ
り
白
木

屋
の
営
業
実
態
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
直
興
筆
の
　
『
永
代
万
重
宝
記
』
　
(
寺
樺
家
文
書
八
二
)
　
の
な

か
に
'
直
興
が
白
木
屋
で
購
入
し
た
書
物
・
代
金
が
書
き
留
め
ら
れ

て
い
る
。
表
紙
の
ま
ん
中
に
「
永
代
万
重
宝
記
」
へ
　
そ
の
両
側
に

「
明
和
七
庚
寅
歳
　
春
三
月
大
吉
祥
目
」
　
の
年
記
が
あ
る
。
直
興
に

と
っ
て
明
和
七
年
(
一
七
七
〇
)
　
三
月
と
は
'
二
月
二
九
日
に
父
道

孝
が
没
L
へ
数
え
二
十
歳
で
家
督
を
継
い
だ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
家
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督
継
承
を
期
し
て
'
『
永
代
万
重
宝
記
』
を
書
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

即
E
S
S

「
万
」
　
の
名
が
示
す
通
り
へ
　
父
か
ら
相
続
し
た
田
畑
と
そ
の
石
高
や

小
作
地
及
び
小
作
人
の
名
か
ら
'
貸
借
金
や
物
品
購
入
ま
で
が
事
細

か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
木
綿
蒔
時
分
」
　
云
々
と
農
業
技
術
を
書

き
留
め
た
り
処
世
訓
ま
で
説
い
て
い
る
。
筆
者
の
確
認
で
は
、
天
明

六
年
(
一
七
八
六
)
　
の
記
事
が
あ
り
へ
直
興
は
二
〇
歳
か
ら
三
〇
代

半
ば
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
こ
の
帳
面
を
手
近
に
置
き
記
載
し
続

け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
て
へ
　
こ
の
史
料
か
ら
購
入
書
の
記
録
を

抜
き
出
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
　
「
松
本
白
木
や
こ
而
左

之
通
　
安
永
八
年
亥
年
」
と
記
載
L
へ
　
<
>
J
,
L
O
の
四
部
の
書
物
を
挙

げ
て
い
る
。
安
永
八
年
と
い
え
ば
'
先
の
　
『
書
物
直
段
付
覚
』
が
安

永
九
年
一
二
月
で
あ
る
か
ら
へ
　
そ
の
前
年
に
す
で
に
白
木
屋
と
取
引

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
四
部
の
う
ち
、
1
 
2
　
『
神
体
要
論
』
　
に
つ

い
て
は
へ
　
「
l
'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
」
　
と
墨
で
線
が

引
か
れ
て
い
る
。
『
書
物
日
録
』
に
は
こ
の
書
物
の
名
が
み
え
な
い
。

購
入
後
取
り
消
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
へ
　
1
7
　
『
四
書
理
諺
妙
』

も
「
松
本
盾
」
購
入
し
た
と
い
う
。
白
木
屋
の
　
『
書
物
直
段
付
覚
』

に
こ
の
書
物
(
8
)
　
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
白
木
屋
が
こ
れ

を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
白
木
屋
か
ら
購
入
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他
へ
　
表
中
の
1
-
6
に
つ
い
て
は
へ
購
入
先
が

書
い
て
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
が
墨
で
消
さ
れ
て
い
て
、
ど
こ
か

ら
購
入
し
た
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
　
　
に
つ
い
て
は
「
●

ニ
而
」
と
あ
り
へ
本
屋
の
屋
号
で
あ
ろ
う
か
'
判
読
で
き
な
い
。
1
 
6

は
購
入
先
の
記
載
が
な
い
。

表
5
に
『
書
籍
目
録
』
所
載
書
物
と
の
関
係
を
整
理
し
て
お
い
た
。

明
和
七
年
か
ら
安
永
九
年
ま
で
、
直
興
の
年
齢
で
い
え
ば
二
〇
歳
か

ら
三
〇
歳
ま
で
に
購
入
し
た
こ
と
が
確
実
な
一
六
部
の
書
物
の
す
べ

て
が
'
『
書
籍
目
録
』
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
、
『
書
物
目
録
』
中
の
番
号
の
一
番
大
き
い
の
が
2
4
『
武
家
軍
鑑
』

で
あ
り
、
『
書
物
日
録
』
　
の
初
め
の
方
に
集
中
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
か
ら
'
『
目
録
』
　
の
三
つ
の
部
分

の
う
ち
へ
初
め
の
部
分
が
比
較
的
若
い
時
期
に
収
集
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
直
興
が
生
涯
の
ど
の
時
期
に
ど
う
い
う
書
物
と

出
会
っ
た
の
か
へ
　
そ
の
1
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
.
い
っ
た

い
直
興
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
寺
揮
直
興
の
思
想
形
成
と
書
物
(
-
)
-
安
永
期
-

『
書
物
目
録
』
記
載
の
書
物
は
'
ほ
と
ん
ど
が
現
存
し
て
い
な
い
。

書
物
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
直
興
が
そ
れ
を
読
ん
だ
の
か
ど
う
か
、
読

ん
だ
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か

533



一橋論叢　第134巻　第4号　平成17年(2005年) 10月号(16)

も
し
れ
な
い
。
直
興
が
直
に
書
写
し
た
写
本
、
と
り
わ
け
6
8
　
『
儒
道

抜
書
』
へ
　
6
9
　
『
職
原
紗
抜
書
』
　
等
の
抜
書
類
　
(
表
2
の
C
)
　
が
あ
れ

ば
'
直
興
の
恩
想
傾
向
を
捉
え
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
だ
が
、
残
念

な
が
ら
そ
れ
も
で
き
な
い
。
で
は
直
興
の
思
想
形
成
を
た
ど
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

寺
滞
家
文
書
を
み
る
と
'
直
興
は
子
孫
に
向
け
た
処
世
訓
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
を
何
度
か
作
成
し
て
い
る
。
列
挙
す
れ
ば
、
ま
ず
①

『
永
代
万
重
宝
記
』
　
(
寺
揮
家
文
書
八
二
)
所
収
の
　
「
人
之
身
持
事
」
へ

「
我
今
日
種
々
の
大
事
」
。
後
者
に
は
'
「
安
永
四
乙
未
夏
」
　
の
年
記

が
あ
る
。
安
永
四
年
　
(
一
七
七
五
)
へ
　
家
督
を
継
い
で
五
年
目
の
作

で
あ
る
。
前
者
に
は
年
記
が
な
い
が
、
前
後
の
記
事
か
ら
や
は
り
同

じ
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
②
　
『
身
俺
斉
家
要
録
』
　
(
寺
津
家

文
書
一
七
六
)
。
二
冊
か
ら
な
り
一
冊
は
　
「
寛
政
六
甲
寅
歳
　
秋
九

月
吉
日
書
」
　
の
　
『
家
伝
惰
身
録
』
(
内
題
へ
　
l
子
相
伝
惰
身
録
)
。
も

う
一
冊
は
　
『
斉
家
至
言
集
』
　
(
内
題
へ
　
聖
賢
至
言
集
)
、
「
寛
政
七
乙

卯
歳
八
月
吉
日
」
　
の
年
記
が
あ
る
。
続
い
て
③
享
和
二
年
(
一
八
〇

二
)
　
正
月
吉
日
『
歳
中
日
記
』
　
(
寺
揮
家
文
書
一
一
二
八
)
。
日
記
と
は

称
す
る
が
、
文
政
三
年
(
一
八
二
〇
)
　
ま
で
の
記
事
が
あ
り
へ
年
中

行
事
と
諸
費
用
の
書
き
上
げ
か
ら
'
公
儀
の
文
化
五
年
倹
約
令
を
引

い
た
か
と
思
え
ば
へ
　
「
た
く
あ
ん
漬
之
事
」
へ
　
「
乳
女
奉
公
人
召
抱
候

心
得
之
事
」
へ
　
「
穀
等
売
候
事
心
得
」
等
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
的
な

事
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
巻
頭
に
処
世
訓
的
な
も
の
を
載
せ
て

い
る
。
次
に
処
世
訓
で
は
な
い
が
'
家
意
識
と
関
わ
り
注
目
さ
れ
る

の
は
、
④
文
化
四
年
　
(
l
八
〇
七
)
　
の
　
『
先
祖
代
世
記
』
　
(
寺
津
家

文
書
二
八
〇
)
　
で
あ
る
。
二
冊
か
ら
な
り
へ
一
冊
は
'
慶
長
二
年

な
お
さ
と

(
一
五
九
七
)
　
に
没
し
た
寺
樺
家
初
代
の
安
右
衛
門
直
郷
以
来
の
系

図
を
記
し
た
　
『
寺
津
家
代
々
記
』
　
(
文
化
四
年
正
月
)
。
も
う
l
冊
は

『
先
祖
代
々
過
去
帳
』
　
(
文
化
四
年
九
月
下
旬
)
　
で
あ
り
'
こ
こ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
は
う
直
郷
以
来
の
先
祖
へ
　
分
家
や
姻
戚
の
者
た
ち

だ
け
で
は
な
い
。
「
他
家
」
と
し
て
た
と
え
ば
、
「
直
興
長
病
之
節
療

治
ヲ
頼
」
　
ん
だ
医
師
へ
　
「
直
興
ト
-
ア
ゲ
ハ
、
」
、
「
下
女
」
　
「
召
仕

男
」
等
も
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
馬
場
菩
薩
以
来
の
浄
土
宗
八
祖
、

村
内
の
浄
土
宗
光
林
寺
の
代
々
の
住
職
の
名
を
十
八
世
ま
で
記
し
、

そ
の
後
に
寺
滞
家
ゆ
か
り
の
僧
侶
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
の
年

に
　
『
先
祖
代
世
記
』
を
作
っ
た
直
興
の
意
識
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
続
い
て
へ
息
子
直
宥
の
重
病
及
び
死
に
直
面
し
た
文
政
五
年
へ

七
三
歳
の
直
興
が
執
筆
し
た
⑤
『
農
業
耕
作
万
覚
帳
』
　
(
前
掲
)
へ
　
二

通
の
　
「
遺
書
録
」
　
(
寺
津
家
文
書
四
三
〇
へ
　
四
三
一
)
　
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
文
政
七
年
八
月
に
は
⑥
『
毎
日
勤
行
之
次
第
吾
人
』

(
寺
揮
家
文
書
四
六
〇
)
を
作
成
。
ま
た
⑦
『
(
内
題
)
身
を
惰
家
を
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斉
事
』
　
(
寺
津
家
文
書
一
六
五
五
)
　
は
へ
　
そ
の
な
か
に
文
政
八
年
の

記
事
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
'
同
じ
頃
の
作
成
か
と
推
定
さ
れ
る
が
'

修
身
・
斉
家
論
を
展
開
し
て
い
る
。
②
と
の
異
同
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
亡
-
な
る
直
前
へ
　
天
保
二
年
　
(
一
八
三
一
)
　
五
月
に
⑧

『
遺
書
一
通
』
(
寺
津
家
文
書
五
二
九
)
を
遺
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
直
興
が
作
成
し
書
き
残
し
た
も
の
か
ら
う
　
ー
　
内

容
・
表
現
を
綿
密
に
分
析
し
、
直
興
が
そ
れ
を
執
筆
す
る
上
で
参
考

に
し
た
書
物
や
影
響
を
受
け
た
人
物
を
特
足
し
へ
直
興
の
い
わ
ば
思

想
的
基
盤
を
掘
り
起
こ
し
て
い
-
こ
と
に
よ
っ
て
　
ー
　
直
興
の
思
想

的
営
為
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
'
①
と
②
を

検
討
対
象
と
し
て
、
四
五
歳
ま
で
の
思
想
形
成
の
過
程
を
解
明
し
て

い
き
た
い
。

①
の
分
析
に
入
る
前
に
へ
④
『
先
祖
代
々
過
去
帳
』
　
に
直
興
の
修

学
過
程
を
示
す
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
明
和
五
年

(
一
七
六
八
)
　
に
亡
-
な
っ
た
観
照
寺
の
俊
雅
法
印
に
つ
い
て
へ
　
直

興
は
み
ず
か
ら
の
　
「
手
習
御
師
」
だ
と
記
し
て
い
る
。
観
照
寺
は
村

内
の
真
言
宗
寺
院
で
あ
り
'
父
道
孝
の
　
「
手
習
御
師
」
は
同
寺
の

(
先
代
で
あ
ろ
う
)
　
俊
意
法
印
へ
　
息
子
直
宥
の
　
「
御
師
」
　
も
同
寺
の

俊
昭
法
印
と
も
　
三
代
に
わ
た
り
観
照
寺
住
職
が
行
う
寺
子
屋
で
手
習

い
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
へ
村
内
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
玄
峯

院
の
「
十
三
世
白
岸
禅
明
大
和
尚
」
は
享
和
二
年
(
一
八
〇
二
)
　
に

没
し
て
い
る
が
へ
　
こ
の
和
尚
は
直
興
の
　
「
読
書
師
」
　
で
あ
っ
た
と
い

う
。
読
書
に
つ
い
て
何
を
教
え
た
の
か
へ
　
こ
の
読
書
が
仏
書
の
み
に

限
ら
れ
た
の
か
否
か
'
興
味
深
い
が
、
今
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
史
料
は
な
い
。

さ
て
'
①
の
　
「
我
今
日
種
々
の
大
事
」
を
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
は

「
一
'
不
孝
成
言
葉
之
事
」
へ
　
「
一
、
不
義
成
行
ひ
の
事
」
へ
　
「
一
'
上

を
軽
せ
し
事
」
へ
　
「
一
'
下
を
侮
る
事
」
云
々
と
、
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
三
二
ヵ
条
書
き
上
げ
、
「
右
三
拾
弐
箇
'
今
日
我
身
二
有
時

は
、
身
を
亡
し
先
祖
よ
り
伝
る
処
田
畑
家
財
等
売
り
へ
家
を
滅
亡
し

た
る
事
眼
前
た
り
」
　
と
記
す
。
「
眼
前
た
り
」
　
の
物
言
い
か
ら
経
験

に
も
と
づ
い
て
こ
れ
を
作
成
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
末
尾
に

次
の
よ
う
に
記
す
。

右
神
法
は
'
安
永
四
乙
未
夏
へ
　
野
州
那
須
烏
山
産
常
盤
氏
滞
北

翁
貞
尚
作
虞
の
民
家
分
量
記
に
書
出
し
候
へ
　
予
十
ヵ
条
を
添
、

唯
受
壱
人
家
督
伝
法
の
要
書
と
す
。
謹
て
行
へ
し

常
盤
滞
北
　
(
延
宝
五
　
八
一
六
七
七
)
　
～
延
享
一
八
一
七
四
四
)
)

は
、
下
野
国
那
須
郡
烏
山
出
身
の
俳
人
で
、
関
東
周
辺
の
農
村
で
農

民
を
相
手
に
講
釈
を
し
た
人
物
で
あ
り
、
農
民
向
け
の
教
訓
書
『
民

(S)

家
分
量
記
(
外
題
)
』
(
『
百
姓
分
量
記
』
と
も
)
を
享
保
二
年
　
甜
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(
一
七
二
六
)
　
に
も
　
『
野
纏
若
話
』
を
享
保
l
八
年
へ
　
『
民
家
童
蒙
解
』

を
元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
　
に
版
行
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
に

も
需
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
'
そ
れ
ぞ
れ
順
に
安
永
六
年
(
一
七
七

七
)
へ
　
安
永
八
年
及
び
寛
政
一
年
(
l
七
八
九
)
へ
　
天
明
l
年
(
1
七

(
8
)

八
l
)
　
に
再
版
さ
れ
て
い
る
。
表
I
の
　
『
書
物
目
録
』
一
覧
を
み
る

と
う
　
　
　
　
に
こ
の
三
部
作
が
な
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
直
興
は

『
民
家
分
量
記
』
を
安
永
四
年
に
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
民
家

(g)

分
量
記
』
は
巻
頭
で
　
「
そ
れ
民
は
国
の
本
也
と
は
」
と
徳
川
綱
吉
初

政
の
代
官
向
け
の
条
目
に
も
引
か
れ
た
言
葉
の
解
説
か
ら
始
め
る
。

そ
し
て
へ
「
天
は
高
-
尊
し
。
地
は
低
-
卑
し
。
百
姓
は
地
の
配
当

に
て
卑
し
き
物
と
'
分
量
を
落
し
付
、
農
業
を
大
事
に
勤
る
が
'
天

よ
り
与
へ
ら
れ
た
職
分
を
尽
す
と
申
物
な
り
」
と
い
う
。
こ
の
点
は
、

拙
稿
「
近
世
人
の
田
霜
心
形
成
と
書
物
」
　
で
も
述
べ
た
が
'
近
世
人
は

思
想
形
成
に
際
し
て
へ
　
「
天
地
自
然
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の

か
へ
　
人
は
　
(
私
は
)
　
ど
こ
か
ら
き
て
'
何
を
す
べ
き
存
在
な
の
か
」

と
い
う
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
的
な
裏
付
け
を
求
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
『
民
家
分
量
記
』
　
で
も
'
天
地
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
つ
つ
へ

ぶ
ん

地
の
配
当
で
あ
る
百
姓
は
そ
の
　
「
分
量
」
　
(
分
)
　
に
叶
っ
た
農
業
を

勤
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
天
か
ら
付
与
さ
れ
た
職
分
(
天
職
)

だ
と
い
う
　
(
な
お
へ
　
こ
の
天
尊
地
卑
の
観
念
こ
そ
が
'
安
藤
昌
益
が

新
た
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
『
自
然
頁
営
道
』
を
対
置
し
て
克
服

せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
)
0

と
こ
ろ
で
へ
直
興
が
「
我
今
日
種
々
の
大
事
」
　
に
利
用
し
て
い
る

わ
れ
こ
ん
に
ち

の
は
'
最
終
巻
第
五
巻
の
最
後
に
載
る
　
「
我
今
日
」
　
で
あ
る
。
「
我

と

し

た

け

こ

と

　

　

　

　

い

と

ま

　

　

　

　

　

ま

か

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

る

ひ

と

年
長
殊
に
世
路
に
暇
な
く
読
書
も
罷
な
ら
す
」
　
と
述
べ
る
　
「
或
」

に
'
「
我
如
き
文
盲
な
る
者
に
相
応
乃
修
行
い
た
し
方
」
　
を
問
わ
れ

つ
と
め
き
た
り

た
葦
北
が
答
え
て
い
-
な
か
で
、
「
予
工
夫
し
て
日
用
に
勤
　
釆
候

ひ
と
つ
が
き

一
書
あ
り
。
そ
れ
を
日
に
三
度
も
四
度
も
読
な
が
ら
観
念
い
た
し

こ
と
ば
お
こ
な
ひ

候
」
と
言
い
　
「
我
今
日
」
を
引
く
。
日
く
、
「
不
孝
な
る
言
　
行
有

や
な
し
や
」
「
不
義
な
る
言
行
有
や
な
し
や
」
「
上
を
軽
ぜ
し
事
有
や

な
し
や
」
　
「
下
を
侮
り
し
事
有
や
な
し
や
」
-
-
。
輝
北
の
　
「
我
今

日
」
は
全
二
四
条
で
あ
る
が
'
直
興
は
、
九
「
子
を
愛
す
る
恥
有
や

な
し
や
」
と
、
二
一
「
堪
忍
を
被
へ
無
遠
慮
乃
事
有
や
な
し
や
」
　
の

二
条
を
省
き
'
代
わ
り
に
「
大
酒
大
食
之
事
」
「
美
食
を
好
事
」
「
博

突
之
事
」
　
「
諸
勝
負
之
事
」
　
「
好
色
之
女
に
心
ゆ
る
す
事
」
　
「
家
作
結

構
を
好
事
」
　
「
器
財
等
を
好
事
」
　
「
家
業
を
捨
置
諸
芸
好
事
」
　
「
夜
語

(
」
)

遊
散
の
事
」
　
「
他
国
遠
行
の
事
」
　
の
一
〇
条
を
追
加
し
て
い
る
。
注

目
す
べ
き
は
'
直
興
が
　
「
我
今
日
種
々
の
大
事
」
を
家
督
を
継
ぐ
唯

だ
壱
人
の
た
め
に
授
受
す
る
　
「
家
督
伝
法
の
要
害
と
す
」
　
る
と
ま
で

述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
へ
　
直
興
は
家
督
を
継
い
で
五
年
目
へ
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ま
だ
二
五
歳
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
'
強
烈
な
当
主
意
識
　
-
　
子
孫

に
範
を
垂
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
　
ー
　
を
持
つ
直
興
は
'
す
で
に

当
主
と
し
て
の
自
己
形
成
を
成
し
遂
げ
た
　
(
当
主
と
し
て
範
を
垂
れ

る
主
体
を
形
成
し
た
)
と
自
覚
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
「
我
今
日
種
々
の
大
事
」
　
の
三
二
ヵ
条

が
「
今
日
我
身
二
有
時
は
、
身
を
亡
し
先
祖
よ
り
伝
る
処
田
畑
家
財

等
売
り
へ
家
を
滅
亡
し
た
る
」
と
直
興
は
強
弁
し
て
い
る
。
逆
に
我

身
に
無
い
よ
う
に
謹
み
家
業
第
一
と
し
て
勤
め
る
と
き
に
は
、
「
七

福
即
生
七
難
を
即
威
し
'
天
神
地
祇
人
倫
叶
ひ
五
穀
成
就
し
家
内
安

全
に
て
息
災
延
命
富
貴
」
へ
　
「
子
孫
長
久
家
相
続
の
事
う
た
か
ひ
な

し
」
と
ま
で
断
言
し
て
い
る
。
同
時
期
の
　
「
人
之
身
持
事
」
　
で
も
'

「
二
　
第
一
情
出
シ
、
朝
起
'
万
事
人
を
不
達
我
を
遣
ふ
へ
し
」
と
、

一
五
条
に
わ
た
り
通
俗
道
徳
的
徳
目
を
並
べ
た
あ
と
、
「
右
之
通

守
レ
相
中
候
ハ
、
'
無
病
へ
　
福
園
満
、
後
生
能
可
有
御
座
候
」
　
と
、

ご

り

や

く

必
ず
御
利
益
が
あ
る
と
述
べ
る
。
直
興
は
'
「
我
今
日
種
々
の
大
事
」

を
　
「
神
法
」
　
と
呼
ん
で
い
る
。
「
右
の
神
法
に
神
仏
を
尊
び
儒
法
行

へ
し
。
諸
願
成
就
」
　
云
々
。
直
興
に
と
っ
て
　
「
我
今
日
種
々
の
大

事
」
「
人
之
身
持
事
」
　
は
'
神
仏
へ
の
祈
願
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
仏
神
を
祈
願
仕
、
随
分
養
生
致
候
ハ
、
'
如
何
成
病
も
快
気
を
得
」

る
と
い
う
確
信
が
こ
の
時
期
の
直
興
の
主
体
形
成
を
内
か
ら
支
え
て

い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
'
輝
北
は
「
我
今
日
」
を

か
ん
き
ん

日
に
三
へ
　
四
度
も
　
「
看
経
す
る
如
-
」
へ
　
お
経
を
黙
読
す
る
よ
う
に

・

a

s

,

読
め
ば
、
「
修
練
し
て
其
悪
も
止
申
べ
し
」
　
と
述
べ
る
だ
け
で
'
神

(
3
)

仏
の
功
徳
・
利
益
が
あ
る
と
は
い
わ
な
い
。
確
か
に
『
民
家
分
量

記
』
巻
五
で
「
陰
徳
を
行
へ
バ
'
余
慶
子
孫
に
伝
ハ
り
て
繁
盛
す

る
」
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
へ
　
そ
の
末
尾
で
は
「
陰
徳
の
弁
ハ
勧

善
乃
為
や
む
を
得
ざ
れ
バ
也
」
、
勧
善
の
た
め
や
む
を
得
ず
説
い
た

こ
と
だ
と
本
心
を
吐
露
し
て
い
る
。
直
興
と
の
違
い
は
大
き
い
。

四
　
寺
滞
直
興
の
恩
想
形
成
と
書
物
O
)
　
-
寛
政
期
-

次
に
直
興
が
処
世
訓
を
作
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
後
の
寛
政

七
年
　
(
一
七
九
五
)
へ
　
四
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
一
一
歳
で
あ
っ
た

息
子
直
宥
　
(
天
明
五
　
八
l
七
八
五
)
　
～
文
政
五
　
八
l
八
二
二
)
)
　
に

向
け
て
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
身
惰
斉
家
要
録
』
は
、
『
家
伝
惰

身
録
』
　
と
　
『
斉
家
至
言
集
　
(
聖
賢
至
言
集
)
』
　
と
か
ら
な
る
。
こ
こ

で
は
後
者
を
分
析
の
姐
上
に
載
せ
よ
う
。
そ
の
冒
頭
で
直
興
は
い
う
。

か

き

あ

つ

め

　

　

　

　

　

　

　

　

を

き

此
書
ハ
古
へ
聖
賢
明
哲
の
至
言
を
書
集
へ
　
こ
れ
を
座
右
に
置
'

い
ち
ら
ん
す
る
と
き

毎
月
1
　
覧
則
ん
ハ
孝
悌
忠
信
の
道
を
知
り
へ
　
此
を
守
る
則
ん

お

さ

ま

る

　

う

た

か

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

と

の

バ
身
傾
事
疑
な
し
。
身
惰
れ
バ
家
斉
へ
家
斉
ふ
れ
バ
孝
な

り
悌
也
。
一
切
の
善
事
こ
れ
よ
り
始
る
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表6　『斉家(聖賢)至言集』典拠一覧

内 訳 (条 数 、 内 容 ) ォ9 ォ

1 L 楠 正 成 公 壁 書 全 47 条

(か常 に 忠 孝 の 道 を忘 るペ か らず

(以 下 、 下 略 )

2 . (無題 ) 全 11 条 「恩 地 左 近 太 郎 聞 香 之 内 抜 写 」 r 恩 地 左近 太 郎 間者 」

① 正 成 卿 日 凡 人 ハ 十 が 内 に 五 ツ善 あ りて 同 3 条

② 大 要 ノ、七 ツの 不 義 と言 な る ぞ O 一 ツ に ハ 同 4 条 、 3 条

③ 親 に 孝 な き不 慈 悲 な る者 ハ 必 不 忠 と知 同 5 条

(参万 人 の 中 に も今 の 世 に信 の 忠 あ る者 一 同 3 2条 、 63 条

⑤ 天 下 ハ 一 人 の 天 下 に あ らず O 天 下 の天 同 3 2粂

⑥ 仏 神 を 尊 敬 致 す ベ し。 和 EEl殿 恩 地殿 始 同 8 9条 、 90 条

⑦ 仏 神 を 無 に 財 宝 をつ いや す 事 fj=か れ0 「理 尽 妙」 巻 3

(砂国 主 財 を 好 事 なか れ O 財 を 求 る と き ん パ 同 94 条

(9 移 て 過 菅 を 好 めハ 肝 も倭 も盗 も邪 も 曲 も 同 9 4条 、 3 2条 、 57 条

⑬ 八 歳 よ り以 上 に手 習 し、 十 三 四 歳 よ り 学 同 2 1条 、 28 条

⑳ 文 学 武 道 の 外 芸 能 に遊 べ か らず O 是 も

付 、 伝 日 柄 正 成 卿 ハ 人 皇 三 十 】 代 敏速

同 9 3条

3 . 孝 行 を 専 可 動 事 全 5 条

① 古 人 日 孝 径 日 子 日夫 孝 ハ 徳 之 本 也O 『民 家 童蒙 解EI 上 之 二 「或 問孝 」

② 古 人 日 く人 ハ 万 物 に勝 れ て 貫 き に あ ら ず や 同 「起孝 心」

③ 古 人 日 く子 た る者 の 職 分 ハ 身 を 立道 を 同 「勿令 親心 憂 」

(参私 E] 孝 通 くわ し く孝 経 小 学 に あ り0 孝 の

(9 両 親 死 去 の 跡 にて も万 の 等 親 の 在 命 の

i" 蝣v -t w ;.せ +

4 . 家 業 を最 第 一 二可 動 事 全 4 条

① 万 里 小 路 藤 房 大 納 言 常 談 ニ 公 家 ハ 公家

(む妙 接 院 御 門 跡 亮 然 法 親 王 の 日 く人 間 の

(9 孟 子 日 若 レ民 則触 ニ恒 産 別 ハ園 無

④ 古 人 E] 家 業 ハ 先 祖 粉 骨 砕 身 の 功 績且 『民 家重 要 解 」 下 之 一 「家 業 」

5 . 知 レ足 事 全 2 条

① 古 人 日 食 ハ 飢 ざ る に止 ま り衣 服 ハ 疎 へ r 民 家 童蒙 解 」 下 之 一 「知 レ足 」

(塾神 託 に 日 慈 悲 の 室 にハ 趣 くベ L O 邪 見 同

6 L 移 戒 む べ き事 全 4 条

a )身 に 五 色 を 柾 、 食 にノ、八 珍 を 尽 し玉 楼 r 太 平記 細 目ll 巻 2 4

② 財 宝 の 放 る 者 楽 ん て 善 尽 し美 尽 せ ハ、 同

⑨ 古 人 自 著 ハ 火 の 盛 な るが ご と し、 薪 尽 れ

④ 愛 宕 山 大 権 現 の 神 託 に吾 常 に 王 法 を守

F 民 家分 量 記 』 巻 3 「膏 の悔 」

7 . 好 色 を 禁 む る事 全 4 条

①古 人 日 色 欲 を 好 事 な か れ 、 妻 に愛 じゃ く

② 夫 婦 ハ 人 の 大 倫 也 0 其 理 ハ 夫 婦有 て r 民 家分 量 記 」 巻 2 「夫 婦 の睦 」

@ 色 欲 に 品 々 あ り0 或 ハ 妾 を 好 あ り、 或 ハ

④ 延 喜 聖 帝 御 在 世 之 御 願 の 第 一 に好 色 r 太 平記 綱 巨』 巻 3 5

8 . 邪 欲 を 禁 全 4 条

(∋古 人 日 邪 欲 とハ 取 ま じ き財 を集 る を言 ぞ r 太平 記 綱 目』 巻 3 5

② 北 条 泰 時 朝 臣 在 京 の 時 、 明 恵上 人 に あ

③ 私 日 五 穀 を 売 に も時 の 相 場 よ り あ ま り高

④ 古 人 日 大 人 よ り庶 民 に 至 る 迄仮 初 に も

r 太平 記 j 巻 3 5

9 ー 遊 宴 を 禁 全 1 条

① 古 人 日 遊 宴 ハ 国 家 を 亡 す 鵡 な り、 退 ハ r 太平 記 網 目』 巻 3 5

10 ー 大 酒 を 禁 む 事 全 1 条

(丑古 人 日 大 酒 ハ 家 を 失 ひ 国 を 亡 す事 相 模 F 太平 記 綱 目」 巷 3 5

l l. 博 葵 を 禁 む 事 全 1 条

(》古 人 日博 突 ハ 双 六 に か ぎ らず金 銭 をか r 太平 記 綱 目」 巻 3 5

12 . 学 問 之 事 全 9 条

① 八 歳 よ り 手 習 可 致 事 精 出 し幼少 の 中手

② 十 歳 の 頃 よ り夏 秋 農 業 取 納 之節 ハ見 習

(診小 学 孝 経 四 書 等 よ ま ざ れ ハ 物 の理 を不 レ知

④ 学 問 の道 は 書 を 読 古 事 を 知 ル ば か り を

6 )誓 ハ 吾 を 読 ざ る者 も正 直 に して公 儀 の提

⑥ 響 ハ千 巻 万 巻 の 書 を 習 て も 物 の理 を不

⑦ 督 ハ生 得 不 根 気 に して 啓 を議 事 能 ず ん ハ

⑧ 仮 名 本 に 民 家 分 量 記 、 民 家 童蒙 解 等 ハ

(9 響 ハ生 得 書 物 好 に て も四 書 孝経 小 学 ハ

『理尽 妙 」 巻 10

13 . ロ バ 禍 の 門 全 1 条

① ロ バ禍 の 門 也 、 飲 食 節 な ら ざ れ病 を生 じ 『民家 童 蒙 解 ll 下 之 一 「口禍 之 門 」

14 . 倹 約 を 可 相 守 事 全 5 条

(か御 高 札 日 万 事 書 い た す べ か ら ず屋 作

(塾 お そ れ 多 き 御 事 に 候 得 と も 天照 皇 太 神 宮

③ 唐 の尭 帝 ハ 聖 王 に て 中 花 四百 余 州 の r 太平 記 綱 g j 巻 13 附 翼

@ 日本 の延 喜 帝 ハ 民 を 憐寒 夜 に御 衣 を脱

⑤ 和 漢 の聖 主 賢 将 ハ 衣 食 を 荘 す、 家 居 を

F 太平 記 」 巻 3 5
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修
身
・
斉
家
の
た
め
に
座
右
に
置
-
べ
-
「
聖
賢
明
哲
の
至
言
を

書
き
集
め
た
」
　
と
い
う
。
『
斉
家
至
言
集
』
　
に
は
　
「
古
人
日
」
等
と

述
べ
る
の
み
で
、
引
用
書
目
を
挙
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
引
用
部
分

の
内
容
・
表
現
を
綿
密
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
へ
直
興
が
そ
れ
を

執
筆
す
る
上
で
参
考
に
し
た
書
物
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
っ
た
い
直
興
に
と
っ
て
も
　
「
聖
賢
明
哲
」
　
と
は
誰
な
の
か
。
表
6

は
'
筆
者
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
典
拠
一
覧
で
あ
る
。
ま

ず
3
「
孝
行
」
　
の
項
。
①
～
③
で
「
古
人
日
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る

の
ほ
う
　
す
べ
て
『
民
家
童
蒙
解
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
『
民
家
童
蒙
解
』
　
と
は
'
先
述
の
常
盤
輝
北
の
著
書
で
あ
る
。

表
を
見
る
と
'
『
民
家
分
量
記
』
　
も
6
の
③
'
7
の
②
で
引
用
し
て

い
る
。
実
は
㍗
　
「
学
問
之
事
」
　
の
⑧
で
　
「
仮
名
本
に
民
家
分
量
記
へ

民
家
童
蒙
解
等
ハ
百
姓
の
当
分
の
事
を
へ
　
は
ゞ
記
し
置
し
本
な
れ
ハ

み
を
お
さ
む

見
る
べ
し
。
身
惰
る
の
助
け
に
成
る
也
」
　
と
、
こ
の
両
書
を
読
む

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
安
永
四
年
の
'
輝
北
の
著
書
と
の
避
遁
以

来
二
〇
年
、
直
興
は
漂
北
本
を
高
-
評
価
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

滞
北
本
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
6
の
①
②
'
7
の
④
等
、
い

-
つ
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
太
平
記
綱
目
』
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
原
友

軒
編
の
四
〇
巻
剣
巻
共
六
〇
冊
の
大
部
の
書
物
で
あ
り
'
版
行
年
は

不
明
だ
が
'
寛
文
一
二
年
(
一
六
七
二
)
　
の
　
「
後
序
」
が
あ
る
。

『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
(
『
理
尽
妙
』
)
　
が
十
七
世
紀
半
ば
に
出

版
さ
れ
世
に
流
布
し
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
　
-
　
「
郡
部
貴

こ
ぞ
つ

鰻
此
書
　
(
『
理
尽
紗
』
)
　
ヲ
信
シ
'
世
挙
テ
好
,
,
,
用
ル
故
二
へ
　
又
事

好
ム
者
大
全
綱
目
ナ
ン
ド
,
名
付
ケ
'
此
書
二
大
部
ノ
末
書
ヲ
重

cs:ネ
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
　
-
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
作
成
さ
れ
た
末

書
の
l
　
つ
が
　
『
太
平
記
綱
目
』
　
で
あ
る
。
『
理
尽
紗
』
　
を
収
載
L
へ

さ
ら
に
記
事
を
増
補
し
て
い
る
。
直
興
が
引
用
し
て
い
る
の
は
'
い

ず
れ
も
　
『
理
尽
妙
』
　
に
あ
る
部
分
で
あ
り
'
『
理
尽
妙
』
　
か
ら
の
引

用
と
し
て
も
よ
い
が
、
『
書
物
目
録
』
　
を
見
る
と
、
7
9
　
『
太
平
記
綱

目
』
を
持
っ
て
い
る
の
で
　
『
太
平
記
綱
目
』
か
ら
の
引
用
と
し
た
。

直
興
は
、
『
書
物
目
録
』
　
の
5
6
　
『
太
平
記
綱
目
抜
書
』
　
を
書
写
し
て

い
る
。
先
に
は
'
こ
れ
が
直
興
自
身
の
　
「
抜
書
」
か
確
認
で
き
な
い

と
し
た
が
、
『
斉
家
至
言
集
』
　
に
も
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し

量
る
に
、
直
興
の
　
「
抜
書
」
　
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
　
『
理
尽
妙
』
　
と
は
何
か
。
近
年
、
筆
者
が
拙
著
『
「
太

叫
矧
南

平
記
読
み
」
　
の
時
代
　
-
　
近
世
政
治
思
想
史
の
構
想
　
-
　
』
等
の
論

考
で
　
「
太
平
記
読
み
」
と
呼
ん
で
い
る
の
が
へ
　
こ
の
　
『
理
尽
紗
』
　
の

講
釈
及
び
講
釈
者
で
あ
る
。
筆
者
は
'
「
太
平
記
読
み
」
　
が
近
世
の

政
通
論
の
曙
矢
で
あ
り
も
　
し
か
も
そ
れ
が
近
世
社
会
の
政
治
に
関
す

る
共
通
認
識
-
政
治
常
識
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
い
う
見
通
し
を
得
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て
'
「
太
平
記
読
み
」
　
を
基
軸
と
し
た
政
治
思
想
史
の
構
想
を
提
起

し
た
。
以
下
へ
　
そ
の
概
略
を
述
べ
よ
う
。
最
初
の
　
「
太
平
記
読
み
」

4
_
'
い
う
ん
い
ん
よ
う
お
う

で
あ
る
大
運
院
陽
翁
が
'
唐
津
藩
主
寺
沢
広
高
へ
金
沢
藩
主
前
田
利

常
ら
に
講
釈
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'
「
太
平
記

読
み
」
　
は
'
元
来
へ
　
武
士
の
な
か
で
も
上
層
の
為
政
者
層
を
対
象
に

し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
『
太
平
記
』
中
の
人
物
・
事

件
・
合
戦
を
論
評
す
る
体
裁
を
と
っ
て
'
政
治
論
・
軍
事
論
を
真
面

目
に
語
っ
た
も
の
で
あ
り
'
政
治
論
で
は
'
あ
る
べ
き
領
主
　
(
「
明

君
」
)
　
像
や
政
治
の
あ
り
方
を
鋭
-
提
起
し
て
い
た
。
こ
の
　
『
理
尽

妙
』
　
の
な
か
で
'
政
治
・
軍
事
を
教
諭
す
る
理
想
的
指
導
者
と
し
て

登
場
し
た
の
が
'
楠
正
成
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
正
成
は
、
「
諸
人
ノ

貧
苦
ヲ
ス
ク
ウ
」
仁
政
を
い
わ
ば
旗
頭
に
し
た
農
政
を
行
い
領
民
を

信
服
さ
せ
、
家
臣
に
対
し
て
も
硬
軟
両
様
を
使
い
分
け
て
そ
の
信
服

を
得
る
へ
　
卓
越
し
た
政
治
能
力
を
持
つ
　
「
明
君
」
　
で
あ
っ
た
。
正
成

は
'
も
と
も
と
の
　
『
太
平
記
』
　
(
十
四
世
紀
後
半
に
作
成
さ
れ
た
軍

記
物
語
)
世
界
の
知
謀
・
忠
義
の
武
将
か
ら
、
十
七
世
紀
初
頭
の

『
理
尽
妙
』
　
世
界
の
理
想
的
指
導
者
へ
と
'
劇
的
に
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ

ン
ジ
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
-
武
将
か
ら
為
政
者
へ
の
転
換

を
余
儀
な
-
さ
れ
た
近
世
初
頭
の
武
士
層
に
と
っ
て
'
「
太
平
記
読

み
」
　
の
教
え
は
切
実
な
生
き
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
よ
う
な
統
治
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
で
も
い
う
べ
き
『
理
尽
妙
』
が
、

十
七
世
紀
に
日
本
史
上
は
じ
め
て
登
場
し
た
出
版
業
者
の
手
に
わ
た

り
'
十
七
世
紀
半
ば
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
へ
状
況
は
1
変
す

る
。
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
へ
　
そ
の
享
受
層
は
、
地
域
・
身
分
を

問
わ
ず
い
っ
き
ょ
に
拡
大
し
た
。
『
理
尺
、
妙
』
　
そ
れ
自
体
も
四
〇
巻

四
四
冊
の
大
部
で
あ
る
が
'
さ
ら
に
大
部
の
　
『
太
平
記
大
全
』
　
(
五

〇
冊
)
・
『
太
平
記
綱
目
』
　
(
六
〇
冊
)
　
を
は
じ
め
、
多
-
の
関
連

書
が
出
版
さ
れ
'
直
接
講
釈
に
依
ら
ず
と
も
読
書
を
通
し
て
「
太
平

記
読
み
」
　
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
十
七

世
紀
前
半
に
は
'
読
み
聞
か
せ
と
い
う
口
詞
に
よ
る
知
(
知
識
・
知

恵
)
へ
　
い
わ
ば
オ
ー
ラ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
知
で
あ
っ
た
　
『
理
尺
、

妙
』
講
釈
が
'
十
七
世
紀
後
半
に
は
書
物
に
よ
る
知
へ
出
版
メ
デ
ィ

ア
よ
る
知
へ
と
大
き
-
変
質
し
た
。
そ
の
享
受
層
も
、
前
者
で
は
口

詞
の
場
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
人
々
へ
　
よ
っ
て
特
権
的
な
階
層

の
人
々
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
'
後
者
は
'
地
域
・
身
分
を
越
え

た
広
い
層
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
山
鹿
素
行
・
熊
沢
蕃
山
と
い
っ

た
当
代
一
流
の
思
想
家
た
ち
も
'
『
理
尺
、
紗
』
　
の
影
響
を
色
濃
-
う

だ

い

が

つ

か

け
て
思
想
形
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
河
内
国
石
川
郡
大
ケ
塚
の
富

か

う

ち

や

か

し

ょ

う

農
・
富
商
で
あ
っ
た
河
内
屋
可
正
　
(
本
名
壷
井
五
兵
衛
、
寛
永
1
三

八
一
六
三
六
)
～
正
徳
三
八
一
七
一
一
二
)
)
　
や
'
出
羽
国
秋
田
郡
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二
井
田
村
の
上
層
農
出
身
で
陸
奥
国
三
戸
郡
八
戸
町
で
町
医
を
開
業

し
た
安
藤
昌
益
(
元
禄
一
六
八
一
七
〇
三
)
～
宝
暦
一
二
　
八
一
七
六

二
)
)
　
の
よ
う
な
、
在
町
・
在
村
の
知
識
人
・
読
書
人
に
も
'
『
理
尽

紗
』
　
や
そ
の
関
連
書
を
読
ん
で
'
「
太
平
記
読
み
」
　
の
政
治
論
の
影

響
を
う
け
る
人
々
が
現
れ
た
。
た
と
え
ば
可
正
は
'
「
明
君
」
-
正

成
像
を
受
容
し
て
、
そ
れ
を
自
己
の
修
身
・
斉
家
の
論
に
読
み
か
え
、

子
孫
へ
の
教
訓
を
展
開
し
て
い
る
。
と
同
時
に
へ
郷
村
の
民
を
治
め

る
指
導
者
と
し
て
強
い
自
覚
を
持
ち
へ
受
容
し
た
「
明
君
」
-
正
成

像
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
'
あ
る
べ
き
村
役
人
像
と
仕
置
の
あ
り
方

を
説
い
て
い
る
。
「
太
平
記
読
み
」
　
の
政
治
論
は
領
主
層
だ
け
で
な

く
へ
　
村
役
人
層
ま
で
'
い
わ
ば
下
降
化
し
'
そ
の
結
果
、
武
士
層
か

ら
民
衆
の
上
層
ま
で
に
、
共
通
の
治
者
像
指
導
者
像
が
形
成
・
定
着

し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
私
は
、
『
理
尽
,
妙
』
　
が
領
主

層
か
ら
民
衆
に
ま
で
受
容
さ
れ
、
『
理
尽
妙
』
が
提
起
す
る
　
「
明
君
」

-
正
成
像
や
政
治
の
や
り
方
は
、
山
鹿
素
行
や
熊
沢
蕃
山
ら
当
代
一

流
の
学
者
を
も
巻
き
込
み
な
が
ら
へ
階
層
の
差
異
を
越
え
た
社
会
の

共
通
認
識
へ
　
政
治
常
識
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
た

の
で
あ
る
。

話
を
直
興
に
戻
せ
ば
、
直
興
は
　
『
太
平
記
綱
目
』
を
介
し
て
こ
の

『
理
尽
、
妙
』
を
受
容
し
て
い
る
。
『
理
尽
妙
』
だ
け
で
は
な
い
。
表
6

の
2
に
は
'
『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』
　
を
引
用
・
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
正
保
二
年
(
一
六
四
五
)
　
に
刊
行
さ
れ
へ
今
日
『
理
尽
妙
』

の
版
本
と
セ
ッ
-
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
書
物
で
あ
る
。
正

成
の
政
治
論
を
家
老
恩
地
左
近
太
郎
が
聞
き
書
き
し
た
と
い
う
体
裁

を
と
っ
て
も
　
『
理
尽
紗
』
　
の
政
治
論
を
敷
宿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
へ
巻
頭
に
1
 
4
　
楠
正
成
公
壁
書
と
題
L
へ
正
成
の
教
訓
を
四
七
条

に
わ
た
り
挙
げ
て
い
る
。
正
成
の
　
『
壁
書
』
と
称
す
る
も
の
は
『
理

尽
紗
』
　
の
流
行
を
受
け
て
い
-
つ
も
作
ら
れ
へ
　
ま
た
出
版
さ
れ
て
い

る
が
'
管
見
で
は
直
興
が
挙
げ
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
も
の
を
見

出
し
て
い
な
い
。
『
書
物
日
録
』
　
に
は
'
直
興
が
写
し
た
7
 
1
　
『
大
要

集
楠
正
成
公
之
秘
言
』
　
な
る
書
物
が
あ
る
。
こ
れ
は
　
『
国
書
総
目
録
』

『
古
典
籍
総
合
目
録
』
　
に
載
ら
ず
'
正
成
の
　
「
秘
言
」
　
だ
と
い
う
こ

と
以
上
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
壁
書
』
　
と
関
係
あ

(
」
)

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
直
興
が
引
い
て
い
る
　
『
太
平
記
綱
目
』
　
『
恩
地
左
近
太

郎
聞
書
』
が
主
題
と
し
て
い
る
の
は
'
「
治
国
」
(
政
治
)
　
の
あ
り
方

で
あ
る
。
次
に
挙
げ
た
の
ほ
う
　
『
太
平
記
綱
目
』
中
の
遊
宴
を
禁
じ

た
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
直
興
の
　
『
斉
家
至
言
集
』
と
-
ら
べ
て
み

よ
う
。

1
ユ

遊
ハ
行
二
怠
ル
ノ
端
ナ
レ
ハ
ニ
ヤ
。
国
ヲ
治
メ
ン
者
別
シ
テ
　
　
朗
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可
レ
禁
事
ニ
ヤ

遊
ハ
家
業
に
怠
る
の
端
な
れ
バ
に
や
(
『
斉
家
至
言
集
』
)

直
興
は
引
用
す
る
に
際
し
て
、
「
行
」
を
「
家
業
」
　
に
言
い
換
え
へ

さ
ら
に
被
治
者
に
は
無
関
係
な
　
「
国
ヲ
治
メ
ン
者
」
以
下
の
文
を
削

除
し
て
い
る
。
直
興
も
'
正
成
の
治
国
論
を
修
身
・
斉
家
の
論
に
読

み
か
え
て
受
容
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
'

直
興
が
書
き
集
め
た
聖
賢
明
哲
の
至
言
は
'
『
理
尽
紗
』
・
『
恩
地

左
近
太
郎
聞
書
』
　
に
由
来
す
る
へ
　
近
世
に
新
た
に
作
ら
れ
た
　
(
偽
作

さ
れ
た
)
楠
正
成
の
言
葉
で
あ
り
'
ま
た
十
八
世
紀
初
め
に
関
東
農

村
で
講
釈
し
た
常
盤
滞
北
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
4
の
③
で
「
孟
子

日
」
　
と
　
『
孟
子
』
　
を
引
用
し
た
り
、
1
 
2
の
③
で
　
『
小
学
』
　
『
孝
経
』

『
四
書
』
　
等
を
読
む
よ
う
に
教
訓
し
て
い
る
が
、
全
体
か
ら
み
れ
ば

わ
ず
か
に
過
ぎ
な
い
。
直
興
の
恩
想
形
成
に
正
成
と
滞
北
と
が
与
え

た
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
へ
　
安
永
期
の
直
興
は
'
「
我
今
日
種
々
の
大
事
」
　
を
実

践
す
れ
ば
、
神
仏
の
加
護
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
。
実
は
寛
政
期

ヨ
M
E
J
廻

で
も
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
若
亦
此
書
　
(
『
斉
家
至
言
集
』
)
　
に
背
き

盟
ニ
D
a
s

無
道
を
行
ふ
と
き
ハ
、
神
明
仏
菩
薩
の
聖
慮
に
背
き
、
神
仏
の
罰
を

T

し

う

む

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

み

や

か

蒙
　
へ
家
を
失
ひ
身
を
滅
す
事
速
な
り
」
。
逆
に
'
聖
賢
の
至
言

を
守
れ
ば
'

日
々
に
三
度
つ
ゝ
我
が
身
を
か
へ
り
見
て
悪
を
止
め
善
に
進
む

か
く
の
こ
と
-
を
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
ハ
い
　
　
　
　
　
　
さ
い
わ
　
　
き
た

べ
し
。
如
レ
此
行
ふ
と
き
ハ
禍
ハ
消
へ
福
へ
乗
り
へ
　
家
内
繁

そ
の
う
ち

昌
致
し
子
孫
長
久
な
る
事
其
中
に
あ
り

と
'
神
仏
の
御
利
益
に
よ
り
家
内
繁
昌
・
子
孫
長
久
は
間
違
い
な
い

と
断
言
す
る
。
直
興
は
、
『
斉
家
至
言
集
』
　
で
正
成
が
　
「
仏
神
を
尊

・
敬
致
す
べ
し
」
と
述
べ
た
と
い
う
(
表
6
'
2
の
⑥
)
。
確
か
に

よ
く
う
や
ま
ひ
た
て
ま
っ
る

『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』
　
を
見
る
と
'
「
仏
神
ヲ
能
敬
　
奉
ベ
シ
」

と
正
成
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
『
理
尽
妙
』
が
造
形
し
た
正
成
は
'

神
仏
の
効
験
を
認
め
な
い
。
そ
れ
で
も
神
仏
を
信
仰
せ
よ
と
説
-
の

は
、
愚
か
な
民
が
神
仏
を
信
仰
し
て
お
り
へ
神
仏
が
民
へ
の
教
化
・

教
導
に
役
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
領
主
た
る
も
の
は
'
治
国
]
の
た
め

の
謀
略
と
し
て
神
仏
を
信
仰
せ
よ
と
い
う
の
が
正
成
の
　
(
し
た
が
っ

て
　
『
理
尽
紗
』
　
の
)
　
主
張
で
あ
る
　
(
拙
著
『
「
太
平
記
読
み
」
　
の
時

代
』
　
参
照
)
。
『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』
　
で
も
　
「
国
ヲ
治
ン
者
」
　
の

「
治
国
ノ
法
」
　
と
し
て
神
仏
信
仰
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
直

興
は
そ
れ
を
引
用
す
る
と
き
に
'
そ
う
し
た
謀
略
性
を
払
拭
す
る
。

そ
し
て
「
仏
神
を
常
二
心
に
忘
る
1
事
な
-
慎
み
行
ふ
と
き
ん
バ
'

忠
孝
の
道
に
叶
て
国
家
長
久
基
な
り
」
と
も
仏
神
を
常
に
心
に
忘
れ

る
こ
と
な
-
慎
み
行
う
こ
と
が
大
事
だ
と
読
み
か
え
て
い
-
。
神
仏

に
誠
心
を
も
っ
て
祈
願
す
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る
と
い
う
確
信
を
'
直
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興
は
二
五
歳
の
時
か
ら
持
ち
続
け
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
て
、
む
す
び
に
か
え
よ

う
。
ま
ず
、
直
興
の
思
想
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
'
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
③
か
ら
⑧
ま
で
の
史
料
に
つ
い
て
も
同
様

の
分
析
を
行
っ
て
い
-
こ
と
に
よ
り
へ
一
上
層
農
民
の
思
想
形
成
を

生
涯
に
わ
た
っ
て
丹
念
に
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第

二
に
、
直
興
以
後
の
寺
津
家
の
当
主
の
思
想
形
成
も
考
察
し
て
い
き

た
い
。
特
に
息
子
直
宥
の
死
に
直
面
し
た
直
興
が
へ
　
「
家
業
大
切
二

致
し
家
相
続
致
し
候
様
ニ
」
教
育
し
た
孫
の
直
意
　
(
文
化
三
　
八
一
八

〇
六
)
　
～
弘
化
四
　
八
一
八
四
七
)
)
　
の
思
想
形
成
に
興
味
が
引
か
れ

る
。
直
意
は
'
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
　
に
寺
揮
家
と
し
て
初
め
て

岡
田
村
の
庄
屋
本
役
に
就
任
へ
　
同
一
一
年
に
は
上
田
藩
川
中
島
割
番

(
8
)

代
役
(
他
藩
の
大
庄
屋
)
　
に
も
就
き
、
地
域
運
営
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
。
寺
滞
家
文
書
に
は
、
嘉
永
一
二
年
　
(
一
八
五
〇
)
　
の

『
書
物
D
n
録
』
　
(
八
l
 
l
'
寺
滞
直
温
執
筆
)
　
が
残
っ
て
お
り
へ
　
直
興

代
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
直
意
の
思
想
形
成
を
考
察

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
に
'
い
わ
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
な
い
書
物
の
享
受
と
い
う
問

題
を
提
起
し
た
い
。
拙
著
『
「
太
平
記
読
み
」
　
の
時
代
』
　
を
書
い
た

と
き
に
筆
者
は
'
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
を
「
太

平
記
読
み
」
の
時
代
と
位
置
づ
け
'
十
八
世
紀
半
ば
の
安
藤
昌
益
の

思
想
形
成
を
措
い
て
筆
を
お
い
た
。
し
か
し
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
寺

滞
直
興
は
十
八
世
紀
半
ば
に
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
直
興
の

思
想
形
成
に
十
七
世
紀
半
ば
に
刊
行
さ
れ
た
「
太
平
記
読
み
」
関
連

の
書
物
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
'
筆
者
に
と
っ
て
驚
き

で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
へ
書
物
が
出
版
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
意

義
・
意
味
に
つ
い
て
深
-
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
「
太
平
記
読
み
」
　
は

も
と
も
と
は
大
名
や
上
層
武
士
だ
け
が
享
受
で
き
る
「
秘
伝
」
　
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
出
版
さ
れ
広
-
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

教
説
は
一
般
化
し
社
会
の
常
識
と
な
っ
た
が
'
出
版
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
　
(
秘
伝
と
し
て
価
値
を
失
い
)
　
「
太
平
記
読
み
」
　
そ
の
も
の
の

(S)

価
値
は
急
速
に
下
落
し
た
。
し
か
る
に
十
八
世
紀
末
に
　
(
出
版
さ
れ

て
か
ら
一
世
紀
以
上
も
経
っ
て
)
　
「
太
平
記
読
み
」
　
を
選
び
と
り
、

家
を
い
か
に
永
続
さ
せ
る
か
と
い
う
現
実
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め

の
処
方
等
を
そ
こ
に
見
出
し
た
人
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
書

物
の
享
受
と
い
う
と
同
時
代
の
こ
と
だ
け
を
考
え
が
ち
で
あ
る
が
'

こ
の
よ
う
な
-
ア
ル
タ
イ
ム
で
な
い
享
受
に
つ
い
て
も
そ
の
背
景
を

含
め
て
そ
の
歴
史
的
意
味
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
直
興
の
事
例
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は
そ
う
し
た
研
究
の
重
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

も
直
興
の
場
合
に
は
'
「
楠
正
成
公
の
秘
言
」
と
銘
打
つ
　
『
大
要
集
』

な
る
写
本
を
書
写
し
て
お
り
へ
少
な
-
と
も
直
興
に
と
っ
て
は
そ
の

「
太
平
記
読
み
」
　
受
容
は
秘
伝
性
を
ま
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近

世
社
会
は
商
業
出
版
が
成
立
・
成
熟
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
写
本
も

広
-
行
わ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
人
の
恩
想
形
成

過
程
に
お
い
て
版
本
と
写
本
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
の
か
へ
　
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
第
四
の
課
題
で
あ

る
。最

後
に
'
「
は
じ
め
に
」
　
で
も
述
べ
た
が
'
領
主
層
か
ら
民
衆
ま

で
の
社
会
各
層
の
諸
主
体
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
へ
　
そ
れ
に
ど
ん

な
書
物
が
関
わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
へ
　
そ
の
総
体
と
し
て
の
近
世
社
会
の
変
容
に
書
物
が
い

か
に
関
わ
っ
た
の
か
へ
　
社
会
と
書
物
と
の
相
互
的
連
関
の
諸
相
も
解

明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
寺
樺
家
文
書
は
、
「
近
世
人
の
思
想
形
成
と

書
物
」
を
考
究
し
て
い
く
上
で
魅
力
的
な
史
料
群
で
あ
り
'
こ
れ
に

真
っ
向
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し
て
'
本
稿
の
締
め
括
り
と
し

た
い
。注

(
-
)
　
「
近
世
人
の
思
想
形
成
と
書
物
　
-
　
近
世
の
政
治
常
識
と
諸
主

体
の
形
成
　
-
　
」
『
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
』
四
二
、

二
〇
〇
四

(
2
)
　
『
安
藤
昌
益
か
ら
み
え
る
日
本
近
世
』
東
京
大
学
出
版
会
へ
　
二

〇
〇
四

(
3
)
　
前
掲
拙
稿
「
近
世
人
の
思
想
形
成
と
書
物
」
一
二
五
頁

(
4
)
　
た
だ
し
へ
　
こ
う
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
'
筆
者
が
前
掲
論
文
及

び
著
書
で
述
べ
た
こ
と
を
取
り
下
げ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
こ
こ

で
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
学
研
究
で
は
提
起
し
た
仮
説

を
新
た
な
史
料
に
よ
り
絶
え
ず
吟
味
・
検
証
し
て
い
-
必
要
が
あ
る
。

も
し
反
証
が
出
て
き
た
場
合
に
は
へ
　
そ
の
仮
説
を
取
り
下
げ
へ
　
新
た

な
仮
説
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
稿
で
指
摘
し
た
　
「
近
世
人
の

思
想
形
成
」
も
そ
の
よ
う
な
仮
説
で
あ
り
'
不
断
に
検
討
し
な
お
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
5
)
　
岡
田
村
の
庄
屋
は
'
享
保
年
間
以
降
は
清
水
家
と
大
沢
家
の
う

ち
い
ず
れ
か
が
務
め
た
が
'
天
保
五
年
か
ら
寺
揮
家
が
加
わ
り
'
三

家
の
う
ち
、
二
家
が
庄
屋
を
務
め
て
い
る
。
館
林
弘
毅
「
近
世
後
期

上
田
藩
領
川
中
島
飛
地
に
お
け
る
長
百
姓
の
地
位
　
-
　
文
書
作
成
過

程
を
通
し
て
み
た
場
合
　
-
　
」
『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
　
7
'

二
〇
〇
一
)

(
6
)
　
旧
蔵
者
か
ら
長
野
市
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
文
書
群

(
五
三
六
点
)
　
と
、
長
野
県
立
歴
史
館
が
収
集
し
た
文
書
群
　
(
二
六

〇
二
点
)
　
に
二
分
さ
れ
て
い
た
か
も
　
現
在
は
1
括
し
て
長
野
県
立
歴
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(27)

史
館
に
収
蔵
さ
れ
　
『
岡
田
村
寺
津
家
文
書
目
録
』
　
(
未
刊
)
　
が
作
成

さ
れ
'
史
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
　
舘
林
氏
前
掲
論
文
参
照

(
8
)
　
寺
樺
直
興
が
、
文
化
四
年
(
1
八
〇
七
)
　
に
作
成
し
文
政
九
年

に
　
「
迫
害
」
　
し
た
　
『
寺
滞
氏
代
々
記
』
　
(
寺
滞
家
文
書
二
八
〇
　
『
先

祖
代
世
記
』
二
冊
の
内
)
　
に
よ
る
。

(
9
)
　
佐
藤
常
雄
「
解
題
」
　
(
『
日
本
農
書
全
集
3
9
　
地
域
農
書
4
』
農

山
漁
村
文
化
協
会
へ
　
l
九
九
七
)
参
照
.
な
お
へ
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
'

明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
　
に
は
'
二
四
九
俵
(
一
俵
-
も
み
五
斗
入

り
)
　
の
小
作
も
み
と
八
八
俵
の
手
作
も
み
が
寺
滞
家
の
穀
蔵
に
収
め

ら
れ
た
と
い
う
。

(
2
)
　
『
更
級
埴
科
地
方
誌
　
第
三
巻
　
近
世
編
下
』
更
級
埴
科
地
方

誌
刊
行
会
、
一
九
八
一

(
‖
)
　
『
長
野
県
史
　
近
世
史
料
編
　
第
七
巻
　
(
二
)
　
北
信
地
方
』
　
長

野
県
史
刊
行
会
、
l
九
八
1

(
2
)
　
前
掲
『
日
本
農
書
全
集
3
9
　
地
域
農
書
4
』
所
収
。

(
1
)
　
な
お
直
宥
は
文
政
五
年
三
月
二
日
死
去
。
悲
嘆
に
暮
れ
た
直

興
が
執
筆
し
た
　
『
寺
揮
長
蔵
病
気
始
終
記
』
　
(
寺
揮
家
文
書
三
三
四
、

文
政
五
壬
午
年
　
春
三
月
下
旬
)
　
に
は
'
息
子
を
い
と
お
し
む
親
の

情
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
近
世
に
お
け
る
こ
の
種
の
文
書
(
著
作
)

は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

(
3
)
　
春
の
土
用
に
は
何
の
種
を
ま
-
等
と
一
年
間
の
農
耕
の
注
意
事

項
を
記
し
た
「
農
業
耕
作
日
記
」
、
ど
の
畑
に
ど
の
よ
う
な
野
菜
の

種
を
何
時
蒔
く
の
か
、
文
政
二
年
(
T
八
r
九
)
　
の
事
例
を
あ
げ
た

「
文
政
二
卯
年
覚
」
へ
　
そ
し
て
塩
や
味
噌
等
の
物
資
を
何
時
ど
の
-
ら

い
購
入
す
る
か
を
記
し
'
あ
わ
せ
て
用
水
路
・
排
水
路
の
覚
書
を
記

載
し
た
「
万
仕
入
物
時
節
覚
」
か
ら
な
る
。

(
」
)
　
こ
の
直
意
が
天
保
五
年
　
(
一
八
三
四
)
　
に
'
寺
樺
家
と
し
て
初

め
て
、
岡
田
村
の
庄
屋
本
役
に
就
任
し
て
お
り
、
直
興
の
教
育
は
成

功
し
た
と
言
え
よ
う
か
。

(
2
)
　
な
お
へ
　
こ
の
　
『
書
物
目
録
』
　
は
　
『
長
野
市
史
一
三
　
資
料
編
近

世
』
　
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

ォ
=
)
　
小
林
文
雄
「
近
世
後
期
に
お
け
る
　
「
蔵
書
の
家
」
　
の
社
会
的
機

能
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
』
　
七
六
、
一
九
九
1
'
横
田
冬
彦
　
「
近
世
村

落
社
会
に
お
け
る
　
(
知
)
　
の
問
題
」
　
『
ヒ
ス
ト
-
ア
』
一
五
九
へ
一

九
九
七
へ
　
橋
川
俊
忠
「
史
料
と
し
て
の
読
書
　
-
　
蔵
書
史
料
学
の
可

能
性
に
つ
い
て
　
-
　
」
　
『
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
』
　
三
へ
　
神
奈
川
大

学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
へ
一
九
九
八
、
池
田
真
由
美

「
「
書
籍
有
物
帳
」
　
に
見
る
江
戸
近
郊
名
主
層
の
動
向
」
『
関
東
近
世

史
研
究
』
五
一
へ
　
関
東
近
世
史
研
究
会
へ
　
二
〇
〇
二
へ
　
他
。

(
2
)
　
こ
れ
に
関
連
し
て
'
長
野
電
波
技
術
研
究
所
(
所
長
寺
揮
泰

氏
)
　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
(
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
.
i
-
a
p
p
l
e
.
j
p
V
　
に
よ
れ
ば
'

寺
滞
家
の
　
「
書
籍
類
は
昭
和
2
6
年
1
月
4
日
火
災
に
よ
り
焼
失
し

た
」
と
い
う
。
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(
2
)
　
寺
滞
家
文
書
中
に
『
高
野
山
名
霊
集
之
内
抜
書
』
　
(
一
八
四
)

が
現
存
し
て
い
る
。
表
紙
に
　
「
寛
政
八
年
　
辰
正
月
吉
日
　
寺
津

氏
」
と
あ
り
へ
中
味
は
『
高
野
山
名
霊
集
』
　
の
抜
粋
集
で
あ
る
。
な

お
こ
の
書
物
は
　
『
書
物
目
録
』
　
か
ら
漏
れ
て
い
る
が
'
『
目
録
』
　
収

載
の
　
『
抜
書
』
　
に
つ
い
て
も
同
様
の
体
裁
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

本
特
集
号
所
収
の
工
藤
論
文
参
照
。

(
」
)
　
小
池
淳
一
「
書
き
伝
え
の
民
俗
　
-
　
陰
陽
道
書
の
展
開
と
再
生

-
　
」
　
『
信
濃
』
　
六
一
二
へ
　
二
〇
〇
一
へ
　
同
　
「
宗
教
現
象
と
し
て
の

読
書
　
-
　
蔵
書
と
い
う
儀
礼
・
書
写
と
い
う
実
践
　
-
　
」
『
歴
史
評

論
』
六
二
九
、
二
〇
〇
二
、
等
。

池
田
真
由
美
「
「
書
籍
有
物
帳
」
に
見
る
江
戸
近
郊
村
名
主
層

の
動
向
」
　
『
関
東
近
世
史
研
究
』
　
5
1
号
、
二
〇
〇
二
〇
　
な
お
こ
の
論

考
は
こ
れ
ま
で
の
書
物
目
録
研
究
を
集
大
成
し
た
労
作
で
あ
る
。

長
友
千
代
治
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八

二
(
3
)
　
「
近
世
の
政
治
常
識
と
諸
主
体
の
形
成
」
『
歴
史
学
研
究
』
七
六

八
、
青
木
書
店
へ
　
二
〇
〇
二
へ
　
ま
た
拙
稿
「
軍
書
」
『
歴
史
を
よ
む
』

(
東
京
大
学
出
版
会
へ
　
二
〇
〇
四
)
参
照
。

た
だ
し
、
3
1
庭
訓
往
来
と
　
　
　
の
往
来
物
を
な
ぜ
分
け
る
の

か
、
ま
た
3
3
の
　
『
か
な
め
草
』
も
手
島
堵
庵
の
著
で
あ
り
「
心
学
之

書
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
等
と
い
う
よ
う
な
疑
問
を
差
し
挟
む

余
地
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

c
o
o
J
　
鈴
木
俊
幸
編
　
『
近
世
信
濃
に
お
け
る
書
籍
・
摺
物
の
文
化
に
つ

い
て
の
総
合
的
研
究
』
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
へ
　
二

〇
〇
三

(
K
)
　
鈴
木
氏
編
前
掲
書
及
び
、
鈴
木
俊
幸
　
「
地
方
書
商
の
成
長
と
書

籍
流
通
　
-
　
信
州
松
本
書
津
高
美
屋
甚
左
衛
門
を
例
に
　
-
　
」
　
(
『
歴

史
評
論
』
六
六
四
へ
　
二
〇
〇
五
)
参
照
。

¥
C
<
3
J
一
般
に
は
内
題
を
と
っ
て
　
『
百
姓
分
量
記
』
　
と
呼
ば
れ
る
が
'

本
稿
で
は
直
興
の
呼
び
方
に
な
ら
う
こ
と
と
す
る
。

常
盤
輝
北
の
農
民
向
け
教
訓
書
三
部
作
の
書
誌
に
つ
い
て
は
へ

中
村
幸
彦
「
解
説
」
参
照
。
日
本
思
想
大
系
5
9
中
村
幸
彦
校
注

『
近
世
町
人
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
。

(
ァ
)
　
『
民
家
分
量
記
』
か
ら
の
引
用
は
'
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ

ク
ロ
二
〇
九
-
1
-
三
　
(
富
山
県
立
図
書
館
志
田
文
庫
蔵
)
享
保
l

一
年
版
に
よ
る
。

(
S
3
)
　
加
除
を
行
っ
た
直
興
の
意
識
に
は
興
味
を
引
か
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
先
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
別
稿
を
期
し
た
い
。

v
e
o
)
　
な
お
輝
北
は
　
「
明
徳
は
性
に
し
て
天
自
然
の
徳
な
れ
ば
」
　
云
々

と
朱
子
学
の
教
説
を
柱
と
し
て
教
訓
を
述
べ
て
い
-
。
直
興
の
　
『
民

家
分
量
記
』
　
の
読
み
方
は
、
輝
北
の
意
図
か
ら
す
れ
ば
、
ず
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
物
の
発
信
者
と
享
受
者
と
の
問
に
介

在
す
る
「
ズ
レ
」
　
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
、
書
物
の
思

想
史
の
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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小
林
正
甫
　
『
重
編
応
仁
記
』
一
七
〇
六
年
　
「
発
題
」
、
東
北
大

学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
。

v
c
r
>
)
　
『
「
太
平
記
読
み
」
　
の
時
代
　
-
　
近
世
政
治
思
想
史
の
構
想

-
　
』
平
凡
社
へ
一
九
九
九

な
お
『
理
尽
妙
』
講
釈
の
盛
行
を
受
け
て
作
ら
れ
た
類
書
に

『
太
平
記
評
判
私
要
理
尺
、
無
極
妙
』
が
あ
り
、
こ
の
書
物
の
別
名
の

一
つ
に
　
「
太
平
記
評
判
理
尽
大
要
妙
」
が
あ
る
。
直
興
が
書
写
し
た

『
大
要
集
』
と
は
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
未
詳
で
あ
る
。

v
c
o
)
　
佐
藤
常
雄
氏
前
掲
「
解
題
」
参
照
。

v
c
o
)
　
拙
著
『
「
太
平
記
読
み
」
　
の
時
代
』
　
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
か
つ
て
武
略
と
政
治
の
秘
伝
を
述
べ
た
も
の
と
重
宝
が
ら
れ
た

「
太
平
記
読
み
」
　
が
、
急
速
に
価
値
を
下
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
急
速
な
価
値
の
下
落
は
'
伊
勢
貞
丈
　
(
享
保
二
　
(
一
七
l
七
)
～

天
明
四
八
一
七
八
四
)
)
　
が
い
う
よ
う
に
も
　
「
昔
は
世
の
宝
と
せ
し
書

な
り
。
今
は
板
行
に
有
り
て
人
さ
の
み
童
と
せ
ず
」
　
(
『
安
斎
随
筆
』

巻
二
八
)
　
と
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
あ
ろ
う
。
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
公
開
さ
れ
誰
で
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
秘
伝
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
(
中
略
)
　
さ
ら
に
常
識
の
形
成

と
い
う
本
書
の
視
角
か
ら
い
え
ば
'
「
太
平
記
読
み
」
　
の
政
治
思

想
・
政
治
論
が
す
で
に
常
識
と
な
り
へ
　
あ
り
が
た
い
も
の
で
は
な
く

な
っ
た
こ
と
も
'
『
理
尺
、
紗
』
　
の
価
値
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
」

(
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
助
教
授
)
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